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は
じ
め
に

　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
の
重
要
な
一
分
野
で
あ
る
議
会
政
治

史
で
は
、
下
院
議
員
の
中
央
政
界
で
の
動
き
に
関
心
が
あ
つ
ま
り
が

ち
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
各
地
の
選
挙
区
の
政
治
事
情
に

も
目
を
む
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
と
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
都
市
選
挙

区
は
全
議
員
の
四
分
の
三
近
く
を
選
出
し
（
１
）
、
少
な
く
と
も
数
年
に
一

度
は
め
ぐ
っ
て
き
た
議
員
選
挙
の
機
会
を
通
じ
て
、
国
政
の
動
向
に

も
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
る
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
実
態
解
明

は
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
都
市
選
挙
区

に
お
け
る
有
権
者
資
格
は
一
八
三
二
年
の
議
会
改
革
（
第
一
次
選
挙

法
改
正
）
以
前
に
は
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
都
市
を
統
治
す
る
都

市
自
治
体
（corporation

）
等
の
団
体
（
２
）
の
下
院
議
員
選
挙
と
の
関

係
も
都
市
ご
と
の
違
い
が
大
き
い
（
３
）

こ
と
も
あ
っ
て
、
議
会
政
治
史
を

射
程
に
い
れ
た
一
八
世
紀
都
市
の
歴
史
的
な
検
討
は
い
ま
だ
十
分
と

は
言
え
ず
、
個
別
的
な
事
例
研
究
の
蓄
積
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
一
七
六
〇
年
代
末
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
の
都
市
ブ

　
論
文

　
議
会
改
革
運
動
創
成
期
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
自
治
体
と
下
院
議
員
選
挙

　
　
―
一
七
六
〇
年
代
末
サ
マ
セ
ッ
ト
州
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
事
例
―

　

青
　
木
　
　
　
康

キ
ー
ワ
ー
ド

　
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
　
都
市
自
治
体
　
下
院
議
員
選
挙
　
議
会
改
革
運
動
　
地
主
貴
族
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議
会
改
革
運
動
創
成
期
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
自
治
体
と
下
院
議
員
選
挙
（
青
木
）

リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ( Bridgw

ater) （
４
）、

特
に
そ
の
都
市
自
治
体
の
状
況

を
下
院
議
員
選
挙
と
の
関
連
で
検
討
す
る
。
な
お
、
こ
の
細
か
な
事

例
を
と
り
あ
げ
る
理
由
を
あ
ら
か
じ
め
述
べ
て
お
け
ば
、
政
府
か

ら
の
弾
圧
を
受
け
た
元
野
党
議
員
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ル
ク
ス
（John 

W
ilkes

）
に
対
す
る
支
援
運
動
に
端
を
発
し
て
、
当
時
の
議
会
の

寡
頭
的
性
格
へ
の
世
論
の
批
判
が
高
ま
り
、
有
権
者
の
範
囲
を
拡
大

す
る
一
九
世
紀
の
議
会
改
革
に
つ
な
が
る
改
革
運
動
が
誕
生
し
た
と

さ
れ
る
一
七
六
〇
年
代
末
に
、ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
が
、

以
下
に
詳
論
す
る
よ
う
に
、
あ
え
て
同
選
挙
区
の
下
院
議
員
選
挙
の

有
権
者
資
格
を
き
わ
め
て
狭
く
限
定
す
る
趣
旨
の
請
願
を
下
院
に
提

出
す
る
と
い
う
行
動
を
と
っ
た
点
に
、
特
に
興
味
を
ひ
か
れ
た
か
ら

で
あ
る
。

一
、
都
市
自
治
体
と
下
院
議
員
選
挙

　
一
八
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
都
市
選
挙
区
に
は
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ

プ
の
も
の
が
あ
り
（
５
）
、
都
市
自
治
体
と
下
院
議
員
選
挙
の
か
か
わ
り
方

も
多
様
で
あ
る
が
、
多
く
の
都
市
選
挙
区
の
状
況
を
考
え
る
う
え
で

都
市
自
治
体
と
い
う
要
素
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。例
え
ば
、

サ
フ
ォ
ー
ク
州
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
（Bury St. Ed-

m
unds

）
市
な
ど
で
は
、数
十
人
（
ベ
リ
市
の
場
合
、最
大
で
三
七
人
）

の
都
市
自
治
体
の
メ
ン
バ
ー
の
み
が
有
権
者
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
選
挙
区
に
お
い
て
は
、
下
院
議
員
の
選
出
そ
の
も
の
が

都
市
自
治
体
の
会
議
に
議
案
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
６
）

。
ま

た
、
都
市
の
居
住
者
（inhabitant

）
と
区
別
さ
れ
る
フ
リ
ー
マ
ン

（freem
an

）、
す
な
わ
ち
正
式
市
民
の
み
が
有
権
者
と
定
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
都
市
選
挙
区
で
は
、
都
市
自
治
体
が
有
権
者
を
決
め
る

権
限
を
も
つ
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
近
づ
く
下
院
議
員
選
挙
に
そ
な

え
て
、
フ
リ
ー
マ
ン
＝
有
権
者
を
意
図
的
に
大
量
に
創
出
す
る
こ
と

も
で
き
る
（
７
）

）
こ
と
か
ら
、
都
市
自
治
体
の
動
向
が
下
院
議
員
選
挙
の

結
果
に
直
接
的
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。
他
方
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー

タ
な
ど
の
よ
う
に
、
有
権
者
が
地
方
税
（scots and lots

）
を
払

う
居
住
者
と
な
っ
て
い
る
選
挙
区
の
場
合
は
、
都
市
自
治
体
と
下
院

議
員
選
挙
の
関
係
は
、上
述
の
例
と
く
ら
べ
て
間
接
的
と
言
え
る
が
、

都
市
自
治
体
は
、
例
え
ば
、
市
保
有
の
不
動
産
の
運
用
に
よ
り
居
住

者
＝
有
権
者
を
あ
る
程
度
操
作
で
き
る
場
合
が
あ
る
等
、
選
挙
区
の

情
勢
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
も
っ
て
お
り
、
多
く
の

選
挙
区
で
は
都
市
自
治
体
の
代
表
者
た
る
市
長
が
選
挙
管
理
責
任
者

（returning officer

）
を
務
め
、
そ
の
職
務
の
執
行
に
あ
た
り
党

派
的
に
行
動
す
る
こ
と
で
選
挙
戦
の
帰
趨
を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
え
た
。
実
際
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
で
は
、
一
七
六
八
年
総
選
挙
で

も
、
一
七
八
〇
年
総
選
挙
で
も
、
市
長
の
選
挙
管
理
責
任
者
と
し
て

の
行
動
が
不
公
正
で
あ
っ
た
と
申
し
立
て
る
請
願
が
、
落
選
と
さ
れ

た
候
補
者
か
ら
選
挙
後
に
提
出
さ
れ
、
下
院
で
の
審
査
の
結
果
、
翌
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年
に
な
っ
て
当
選
者
が
差
替
え
と
な
る
事
態
が
生
じ
て
い
た
（
８
）

。以
下
、

ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
事
例
を
よ
り
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
、
サ
マ
セ
ッ
ト
州
の
都
市
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ

は
、
中
世
か
ら
パ
レ
ッ
ト
川
の
水
運
で
栄
え
た
同
州
の
重
要
都
市
の

ひ
と
つ
で
、
一
三
世
紀
末
に
都
市
選
挙
区
と
な
っ
て
以
来
、
二
名
の

下
院
議
員
を
選
出
し
て
い
た
（
９
）
。
前
段
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
一
八
世

紀
の
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
で
は
、
下
院
議
員
選
挙
の
有
権
者
資
格
は
比

較
的
広
く
、
地
方
税
を
払
う
居
住
者
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
一
八
世

紀
後
半
の
有
権
者
は
二
五
〇
人
か
ら
三
〇
〇
人
程
度
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
下
院
議
員
選
挙
の

際
、
議
員
定
数
を
上
回
る
数
の
候
補
者
が
立
っ
て
、
実
際
に
投
票
で

当
選
者
が
決
ま
る
競
争
選
挙
は
む
し
ろ
珍
し
い
こ
と
で
、
特
に
そ
の

傾
向
が
い
ち
じ
る
し
か
っ
た
と
さ
れ
る
一
七
五
四
年
、
六
一
年
の
総

選
挙
で
は
、
全
部
で
三
百
余
り
あ
る
選
挙
区
の
う
ち
の
、
せ
い
ぜ
い

数
分
の
一
の
数
十
選
挙
区
で
し
か
競
争
選
挙
は
生
じ
な
か
っ
た
が
、

ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
場
合
は
、
一
八
世
紀
後
半
に
限
っ
て
み
て
も
、

一
七
五
四
年
、
六
一
年
、
六
八
年
、
八
〇
年
、
九
〇
年
と
五
回
の
総

選
挙
が
競
争
選
挙
と
な
り（
（1
（

、
競
争
選
挙
の
頻
度
が
か
な
り
高
い
。
ブ

リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
下
院
議
員
選
挙
で
は
、
大
き
く
と
ら
え
れ
ば
一
八

世
紀
の
前
半
に
は
ド
デ
ィ
ン
ト
ン
（D

odington

）
家
、
後
半
に
は

プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
（Earl Poulett

）
家
が
同
市
の
パ
ト
ロ
ン
的
存

在
と
し
て
特
に
強
い
影
響
力
を
も
ち
、
ま
た
、
両
家
の
勢
力
交
替
期

に
あ
た
っ
た
一
七
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
エ
グ
モ

ン
ト
伯
爵
（Earl of E

gm
ont, 

姓
は Perceval

）
家
も
勢
力
を
築

い
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
地
主
貴
族
家
の
力
は
け
っ
し
て
絶
対
的
な
も

の
で
は
な
く
、
都
市
自
治
体
に
も
独
立
性
を
求
め
る
動
き
が
存
在
し

て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
頻
繁
な
競
争
選
挙
の
発
生
に
つ
な
が
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
八
世
紀
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
統
治
構
造
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ

ス
の
多
く
の
都
市
と
同
じ
く
、
き
わ
め
て
寡
頭
的
で
あ
っ
た
。
も
っ

と
も
厳
密
な
意
味
で
都
市
自
治
体
の
メ
ン
バ
ー
を
構
成
し
た
の
は
、

レ
コ
ー
ダ
（recorder

）
と
、「
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
」( capital 

burgess

、
以
下
Ｃ
Ｂ)

と
呼
ば
れ
た
二
四
人
の
議
員
（com

m
on-

councilm
an

）
で
あ
っ
た
。
本
稿
が
と
り
あ
げ
る
一
七
六
〇
年
代

末
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
レ
コ
ー
ダ
を
務
め
て
い
た
の
は
第
三

代
プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
（Vere Poulett, 3rd Earl Poulett

）
で
、

一
七
四
六
年
か
ら
一
八
一
九
年
ま
で
同
市
の
レ
コ
ー
ダ
職
は
第
二

代
、
第
三
代
、
第
四
代
と
プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
が
三
代
に
わ
た
っ
て
独

占
し
て
い
た
。
一
方
、
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
二
四
人
の
議

員
の
地
位
は
基
本
的
に
終
身
で（
（1
（

、
欠
員
が
生
じ
る
と
、
残
っ
た
者
が

補
充
者
を
選
出
（co-opt

）
し
た
。
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
で
は
毎
年
九

月
下
旬
（
二
九
日
の
ミ
ク
ル
マ
ス
直
前
の
月
曜
日
）
の
会
議
で
、
彼

ら
の
な
か
か
ら
、
市
長
（m

ayor

）・
二
名
の
ベ
イ
リ
フ
（bailiff

）・

収
入
役
（receiver

）
が
任
期
一
年
で
選
ば
れ
、
次
年
度
の
い
わ
ば



－  8  －－  9  －

議
会
改
革
運
動
創
成
期
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
自
治
体
と
下
院
議
員
選
挙
（
青
木
）

執
行
部
を
構
成
し
た（
（1
（

。
こ
の
四
人
の
他
に
は
、
任
期
の
な
い
オ
ル
ダ

マ
ン
（alderm

an

）
二
名
が
都
市
自
治
体
の
主
要
な
役
職
者
で
あ

っ
た
。
治
安
判
事
と
も
な
っ
た
オ
ル
ダ
マ
ン
に
は
、
多
く
の
場
合
、

市
長
経
験
の
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
の
Ｃ
Ｂ
が
選
任
さ
れ
て
お
り
、
都
市
自

治
体
の
会
議
議
事
録（
（1
（

の
出
席
者
の
記
録
欄
で
も
、
市
長
と
な
ら
ん
で

ほ
ぼ
必
ず
そ
の
職
名
が
注
記
さ
れ
る（
（1
（

特
別
な
要
職
で
あ
っ
た
。

　
上
述
の
よ
う
に
、
地
方
税
を
払
う
居
住
者
が
有
権
者
と
な
る
都
市

選
挙
区
で
あ
る
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
で
は
、
都
市
自
治
体
は
下
院
議
員

選
挙
そ
の
も
の
と
は
直
接
的
、
言
い
換
え
れ
ば
制
度
的
な
関
係
を
も

た
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
一
八
世
紀
半
ば
の
同
市
の
会
議
議
事
録

に
は
、
都
市
自
治
体
と
下
院
議
員
選
挙
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
案
件

が
散
見
さ
れ
る
。

　
ま
ず
、
選
挙
管
理
責
任
者
と
し
て
の
市
長
が
中
央
に
当
選
者
を
報

告
す
る
際
、
そ
の
文
書
に
市
の
印
璽
を
付
す
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
会

議
の
議
案
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。
こ
れ
は
、
選
挙
自
体
は
終
了

し
て
か
ら
お
こ
な
わ
れ
る
手
続
き
で
あ
り
、
選
挙
の
帰
趨
に
影
響
を

あ
た
え
る
も
の
と
は
も
ち
ろ
ん
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
選
挙
結

果
に
つ
い
て
都
市
自
治
体
と
し
て
公
的
に
確
認
し
た
と
も
解
釈
で
き

る
行
為
で
あ
る
。
特
に
一
七
六
一
年
総
選
挙
後
の
同
年
三
月
二
八

日
の
議
事
録
で
は
、「
選
挙
管
理
責
任
者
と
し
て
の
市
長
が
署
名
し
、

都
市
自
治
体
の
上
記
メ
ン
バ
ー
が
証
明
（attest

）
す
る
」
と
、
強

い
言
葉
で
本
件
は
記
録
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
次
章
以
下
で
見
る
よ
う
に
、

次
の
一
七
六
八
年
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
都
市
自
治
体
メ
ン

バ
ー
の
一
部
が
選
挙
結
果
に
異
を
唱
え
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
上
述

の
六
一
年
の
例
は
、
都
市
自
治
体
と
し
て
選
挙
結
果
を
承
認
す
る
と

い
う
政
治
的
意
思
を
明
確
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
都
市
自
治
体
の
会
議
の
下
院
議
員
選
挙
関
係
の

案
件
と
し
て
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
総
選
挙
、
補
欠
選
挙
を
問
わ

ず
、
下
院
議
員
選
挙
を
前
に
、
候
補
者
を
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
で

は
「
フ
リ
ー
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
」（
Ｆ
Ｂ
）
と
呼
ぶ
正
式
市
民
に
選
出

す
る
手
続
き（
（1
（

で
あ
る
。
そ
の
事
例
は
、
一
八
世
紀
後
半
に
も
広
く
見

ら
れ
る（
（1
（

。
例
え
ば
、
一
七
六
一
年
春
の
総
選
挙
に
際
し
て
は
、
再
選

を
め
ざ
し
た
同
市
選
出
の
前
議
員
二
人
の
他
、
あ
ら
た
に
二
人
が
出

馬
し
た
が
、
こ
の
二
人
は
、
三
月
二
八
日
の
投
票
を
前
に
、
三
月

二
一
日
の
会
議
で
Ｆ
Ｂ
に
選
出
さ
れ
た
。
選
挙
結
果
は
、
あ
ら
た
に

Ｆ
Ｂ
と
な
っ
た
二
人
の
う
ち
、
一
人
が
当
選
、
も
う
一
人
は
落
選
で

あ
っ
た
。
八
〇
年
秋
の
総
選
挙
は
、
や
は
り
前
議
員
二
人
と
、
あ
ら

た
に
二
人
の
計
四
人
の
候
補
者
が
出
て
、
激
し
い
選
挙
戦
と
な
っ
た

が
、
こ
こ
で
も
、
九
月
一
一
日
の
投
票
を
前
に
六
月
二
日
と
九
月
九

日
の
会
議
で
、
前
議
員
以
外
の
候
補
者
を
Ｆ
Ｂ
に
す
る
案
件
が
承
認

さ
れ
た
。
六
月
二
日
に
Ｆ
Ｂ
と
さ
れ
た
候
補
者
は
落
選
、
九
月
九
日

に
そ
の
手
続
き
が
と
ら
れ
た
候
補
者
は
、
い
っ
た
ん
落
選
と
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
、
下
院
の
裁
定
で
当
選
と
な
っ
た
。
一
七
八
四
年
総
選
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挙
は
、記
録
上
三
人
の
候
補
者
（
う
ち
一
人
は
前
議
員
）
が
出
た
が
、

新
た
な
候
補
者
二
人
の
う
ち
、
当
選
し
た
一
人
だ
け
が
、
投
票
日
の

六
日
前
の
三
月
三
〇
日
に
Ｆ
Ｂ
に
選
任
さ
れ
て
い
た
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
七
八
四
年
の
選
挙
は
、
こ
の
時
Ｆ
Ｂ
に

さ
れ
な
か
っ
た
候
補
者
が
ほ
と
ん
ど
票
を
と
れ
ず
、
実
質
的
な
競
争

選
挙
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た（
（1
（

の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
泡
沫
候
補
に
は

Ｆ
Ｂ
選
出
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
を
見
る
と
、
選
挙
前
に
候
補
者
を

Ｆ
Ｂ
に
す
る
手
続
き
は
単
な
る
形
式
で
は
な
く
、
選
挙
結
果
に
も
あ

る
程
度
の
影
響
を
も
つ
都
市
自
治
体
の
政
治
的
行
為
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る（
（2
（

。
こ
の
案
件
が
も
つ
議
会
選
挙
が
ら
み
の

政
治
性
は
、
一
七
八
〇
年
の
選
挙
戦
で
、
九
月
九
日
に
一
人
の
候
補

者
を
Ｆ
Ｂ
と
す
る
案
件
が
承
認
さ
れ
た
が
、
敵
対
す
る
側
が
、
お
そ

ら
く
は
そ
の
Ｆ
Ｂ
選
出
の
法
的
根
拠
を
弱
め
る
べ
く
、
議
事
録
の
出

席
者
欄
を
書
き
換
え
（
出
席
者
を
減
ら
し
）
た（
（2
（

と
い
う
事
実
か
ら
も

う
か
が
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
一
八
世
紀
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市

自
治
体
は
、
下
院
議
員
選
挙
と
は
直
接
的
、
制
度
的
な
関
係
を
も
た

な
か
っ
た
と
は
い
え
、
や
は
り
選
挙
に
か
か
わ
っ
て
政
治
的
に
動
い

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
章
以
下
で
は
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
に

お
け
る
一
七
六
八
年
総
選
挙
と
そ
の
後
の
動
き
に
つ
い
て
、
特
に
都

市
自
治
体
に
注
目
し
つ
つ
、
よ
り
詳
細
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二
、一
七
六
八
年
総
選
挙

　
一
七
六
八
年
三
月
一
一
日
に
議
会
が
解
散
さ
れ
て
、
一
七
六
一
年

の
春
以
来
七
年
ぶ
り
の
総
選
挙
と
な
っ
た
。こ
の
総
選
挙（
（2
（

に
つ
い
て
、

全
国
的
に
目
立
っ
た
動
向
と
言
え
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
逃
亡

先
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
ウ
ィ
ル
ク
ス
が
、
首
都
圏
ミ
ド
ル
セ
ク

ス
州
の
州
選
挙
区
で
当
選
す
る
（
た
だ
し
、
翌
六
九
年
二
月
三
日
に

下
院
除
名
）
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
以
降
の
イ
ギ

リ
ス
政
治
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
る
急
進
主
義
は
、

ま
だ
萌
芽
的
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
問
題
も
、
こ
の

時
期
は
そ
れ
ほ
ど
緊
迫
し
た
も
の
と
は
感
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
で
は
、
一
七
六
八
年
の
総
選
挙
は
、
六
一
年

総
選
挙
に
つ
づ
い
て
競
争
選
挙
と
な
っ
た
。
一
七
六
八
年
三
月
の

解
散
時
点
の
同
市
選
出
の
下
院
議
員
は
、
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
（John Jam

es Perceval

）
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

貴
族
の
初
代
コ
ル
レ
ー
ン
男
爵
（G

abriel H
anger, 1

st Baron 
Coleraine

）
で
あ
っ
た
。
前
者
は
、
一
七
六
一
年
に
当
選
し
た
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
貴
族
の
第
二
代
エ
グ
モ
ン
ト
伯
爵
ジ
ョ
ン
・
パ
ー
シ
ヴ

ァ
ル
（John Perceval, 2

nd Earl of Egm
ont

）
の
長
男
で
、
父

親
が
翌
六
二
年
に
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
王
国
で
も
男
爵
位
を
得
て
貴

族
院
に
移
っ
た
あ
と
、
無
競
争
の
補
欠
選
挙
で
当
選
し
た
。
後
者

は
、
六
一
年
総
選
挙
で
エ
グ
モ
ン
ト
伯
爵
と
組
ん
で
当
選
し
た
人
物
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議
会
改
革
運
動
創
成
期
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
自
治
体
と
下
院
議
員
選
挙
（
青
木
）

が
六
三
年
に
別
選
挙
区
に
移
る
た
め
辞
任
し
た
の
を
う
け
て
、
や
は

り
エ
グ
モ
ン
ト
伯
爵
の
推
薦
に
よ
り
無
競
争
の
補
欠
選
挙
で
当
選
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
六
八
年
の
議
会
解
散
の
時
点
で
同
市
選
出
の
二

人
の
議
員
は
、
い
ず
れ
も
エ
グ
モ
ン
ト
伯
爵
の
支
持
で
当
選
し
て
い

た
が
、
こ
の
う
ち
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
だ
け
が
再
選
を
ね
ら
っ
て
出
馬
し

た（
（2
（

。
　
エ
グ
モ
ン
ト
伯
爵
は
一
七
五
四
年
以
降
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
下

院
議
員
選
挙
で
彼
自
身
あ
る
い
は
彼
が
支
持
し
た
候
補
者
を
当
選
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市

自
治
体
の
支
持
を
得
る（
（2
（

と
と
も
に
、
プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
家
の
勢
力
と

結
ぶ
こ
と
で
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
前
半
の
ブ

リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
選
挙
区（
（2
（

で
は
、
ド
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
影
響
力
が
大
き

か
っ
た
が
、
プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
家
も
一
七
四
一
年
、
四
七
年
の
総
選

挙
で
は
一
議
席
を
確
保
し
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
七
四
六
年

に
は
第
二
代
伯
爵
が
同
市
の
レ
コ
ー
ダ
職
に
も
就
い
た
。
一
七
五
四

年
、
六
一
年
の
総
選
挙
で
は
エ
グ
モ
ン
ト
伯
爵
に
協
力
し
て
ド
デ
ィ

ン
ト
ン
の
勢
力
を
破
り（
（2
（

、
六
四
年
に
は
、
第
二
代
伯
爵
の
死
後
た
だ

ち
に
第
三
代
伯
爵
が
後
任
の
レ
コ
ー
ダ
に
選
出
さ
れ
る（
（2
（

な
ど
、
ブ
リ

ジ
ウ
ォ
ー
タ
で
の
プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
家
の
勢
力
は
着
々
と
強
化
さ
れ

て
い
た
。
一
七
六
八
年
の
総
選
挙
で
は
、
プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
家
は
エ

グ
モ
ン
ト
伯
爵
家
と
の
そ
れ
ま
で
の
協
力
関
係
を
解
消
し
、
第
三

代
伯
爵
の
弟
で
あ
る
ア
ン
・
プ
ー
レ
ッ
ト
（Anne Poulett

）
が

候
補
者
と
な
っ
た
。
こ
の
選
挙
戦
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ハ
ッ
チ
ン
ス
な
る
人

物
は
、
選
挙
が
近
づ
い
た
六
八
年
二
月
二
九
日
、「
こ
ち
ら
で
は
、

非
常
に
き
び
し
い
対
立
で
」（here, as the opposition is very 

strong

）
相
当
な
出
費
に
な
り
そ
う
だ
と
、
知
人
に
書
き
送
っ
て
い

た（
（2
（

。
　
プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
家
と
の
協
力
関
係
が
解
消
さ
れ
、
き
び
し
い
選

挙
戦
を
し
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
エ
グ
モ
ン
ト
伯
爵
家
の
候
補
者

ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
は
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の

都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ア
レ
ン
（Benjam

in 
Allen

）
と
組
ん
で
一
七
六
八
年
の
総
選
挙
を
戦
っ
た
。
ア
レ
ン
は

一
七
六
五
年
九
月
三
〇
日
の
都
市
自
治
体
の
会
議
で
Ｆ
Ｂ
、
さ
ら
に

Ｃ
Ｂ
に
選
出
さ
れ
た（
（2
（

人
物
で
、
議
会
史
財
団
の
『
下
院
　
一
七
五
四

年
か
ら
一
七
九
〇
年
』
に
よ
る
と
、
同
市
の
著
名
な
医
師
ジ
ョ
ン
・

ア
レ
ン
の
息
子
と
し
て
一
七
三
一
年
こ
ろ
に
生
ま
れ
、
五
四
年
に
は

弁
護
士
資
格
を
と
っ
た（
（3
（

。
彼
が
Ｆ
Ｂ
に
選
出
さ
れ
た
六
五
年
九
月

三
〇
日
の
会
議
の
議
事
録
は
彼
を
「
エ
ス
ク
ワ
イ
ア
」
と
表
記
し
て

お
り
、
彼
は
す
で
に
こ
の
時
点
で
同
市
の
名
望
家
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る（
（3
（

。

　
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
は
、
下

院
議
員
選
挙
の
候
補
者
が
同
市
の
Ｆ
Ｂ
で
は
な
か
っ
た
場
合
は
、
選

挙
前
に
そ
の
候
補
者
を
Ｆ
Ｂ
に
選
出
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
が
、
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一
七
六
八
年
総
選
挙
前
の
時
期
の
会
議
議
事
録
に
は
、
こ
の
案
件
は

見
ら
れ
な
い
。
三
人
の
候
補
者
の
う
ち
、
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
は
同
市
選

出
の
議
員
に
初
当
選
し
た
一
七
六
二
年
に
Ｆ
Ｂ
と
さ
れ
て
い
た
し
、

ア
レ
ン
は
一
七
六
五
年
に
Ｆ
Ｂ
・
Ｃ
Ｂ
に
な
っ
て
い
た
。
ア
ン
・
プ

ー
レ
ッ
ト
は
、
さ
ら
に
古
く
一
七
四
一
年
四
月
一
〇
日
に
、
三
人
の

兄
と
と
も
に
Ｆ
Ｂ
と
な
っ
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
の
Ｆ
Ｂ
選
出
は
不

要
で
あ
っ
た
。

　
一
七
六
七
年
九
月
二
八
日
、
都
市
自
治
体
の
会
議
で
、
六
八
年
度

の
執
行
部
が
決
め
ら
れ
た
。
前
回
の
六
一
年
総
選
挙
か
ら
す
で
に
六

年
半
が
経
過
し
、
こ
の
六
八
年
度
執
行
部
の
任
期
中
に
総
選
挙
が
実

施
さ
れ
る
の
は
確
実
で
あ
り
、
市
長
の
選
出
は
、
選
挙
に
大
き
な
影

響
力
を
お
よ
ぼ
し
う
る
選
挙
管
理
責
任
者
を
決
め
る
こ
と
で
も
あ
っ

た
。
こ
の
時
市
長
に
選
ば
れ
た
の
は
、
Ｃ
Ｂ
歴
二
〇
年
以
上
で
、
そ

の
間
に
少
な
く
と
も
ベ
イ
リ
フ
を
三
期
、
収
入
役
を
二
期
、
市
長
を

一
期
務
め
た
経
験
を
も
つ
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
ェ
ル
プ
ス
（Sam

uel  
Phelps

）
で
あ
っ
た
。

　
一
七
六
八
年
三
月
一
八
日
の
会
議
で
は
、
同
日
付
け
で
、
パ
ー
シ

ヴ
ァ
ル
と
ア
レ
ン
の
当
選（
（3
（

を
中
央
に
報
告
す
る
文
書
に
、
選
挙
管
理

責
任
者
と
し
て
の
市
長
が
署
名
し
、
市
の
印
璽
を
付
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
会
議
の
案
件
は
こ
れ
だ
け
で
、
出
席
者
は
、

市
長
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
ェ
ル
プ
ス
、
議
員
候
補
者
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

ア
レ
ン
自
身
を
含
む
一
三
人
で
あ
っ
た
。
出
席
者
数
一
三
と
い
う
数

字
は
二
四
名
の
定
員
の
半
数
を
か
ろ
う
じ
て
超
え
る
も
の
で
、
当
時

の
会
議
の
平
均
出
席
者
数
を
下
回
っ
て
い
る
が（
（3
（

、
同
じ
案
件
を
処
理

し
た
一
七
六
一
年
三
月
二
八
日
、
七
四
年
一
〇
月
八
日
の
会
議
も
同

様
に
一
三
人
の
出
席
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
出
席
者
の
相
対
的
少
な

さ
自
体
に
は
特
段
の
政
治
的
意
味
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

一
七
六
八
年
四
月
二
六
日
付
け
の
『
ロ
ン
ド
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
に
も
、

都
市
選
挙
区
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
で
の
当
選
者
と
し
て
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル

と
ア
レ
ン
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
一
七
六
八
年
総
選
挙
は
ひ
と

ま
ず
終
わ
り
を
む
か
え
た
が
、
そ
れ
か
ら
半
年
あ
ま
り
の
ち
、
こ
の

選
挙
で
の
不
正
の
存
在
を
訴
え
る
請
願
が
、
落
選
と
さ
れ
た
ア
ン
・

プ
ー
レ
ッ
ト
か
ら
下
院
に
提
出
さ
れ
て
、
事
態
は
あ
ら
た
な
局
面
に

移
っ
た（
（3
（

。
一
七
六
八
年
一
一
月
八
日
召
集
の
新
会
期
の
冒
頭
、
一
一

月
一
〇
日
の
下
院
に
は
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
か
ら
の
二
本
の
請
願
を

含
め
、
二
〇
本
以
上
の
選
挙
関
係
の
請
願
が
提
出
さ
れ
た（
（3
（

。

　
一
一
月
一
〇
日
に
提
出
さ
れ
た
ア
ン
・
プ
ー
レ
ッ
ト
か
ら
の
請
願

は
、
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
と
ア
レ
ン
と
が
不
公
正
な
手
段
を
用
い
て
当
選

し
た
こ
と
、
選
挙
管
理
責
任
者
で
あ
る
市
長
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
ェ

ル
プ
ス
が
、
投
票
権
の
な
い
者
が
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
と
ア
レ
ン
に
投
票

す
る
の
を
許
し
、
ま
た
、
プ
ー
レ
ッ
ト
を
支
持
し
よ
う
と
し
た
正
当

な
有
権
者
の
投
票
を
拒
否
し
て
、
プ
ー
レ
ッ
ト
支
持
が
明
ら
か
に
多

数
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
当
選
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
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議
会
改
革
運
動
創
成
期
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
自
治
体
と
下
院
議
員
選
挙
（
青
木
）

を
主
張
し
て
、自
分
が
当
選
者
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
て
い
る
。

ま
た
、「
サ
マ
セ
ッ
ト
州
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
Ｃ
Ｂ
と
そ
の
他
の

有
権
者
か
ら
の
請
願
」（Petition of the Capital Burgesses, 

and other E
lectors, of the B

orough of B
ridgew

ater, in 
the County of Som

erset

）
も
提
出
さ
れ
、
プ
ー
レ
ッ
ト
が
当
選

と
認
め
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
選
挙
管
理
責
任
者
が
不
公
正
な
手

続
き
で
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
と
ア
レ
ン
を
当
選
に
し
て
、
選
挙
の
自
由

（Freedom
 of Elections

）
が
侵
害
さ
れ
、
自
分
た
ち
請
願
者
の

権
利
と
特
権
が
破
壊
さ
れ
た( subverted)

と
、
プ
ー
レ
ッ
ト
の
請

願
と
同
趣
旨
の
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
請
願
の
下

院
で
の
審
査
は
、
翌
六
九
年
一
月
二
六
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と

さ
れ
た
。
後
者
の
請
願
の
タ
イ
ト
ル
は
、
請
願
者
と
し
て
複
数
の
Ｃ

Ｂ
を
あ
げ
て
お
り
、
こ
の
総
選
挙
の
結
果
を
め
ぐ
っ
て
ブ
リ
ジ
ウ
ォ

ー
タ
の
都
市
自
治
体
内
に
、
前
年
度
市
長
に
反
対
す
る
メ
ン
バ
ー
が

含
ま
れ
て
い
て
、
政
治
的
対
立
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
た
。
本
稿
の
次
章
以
下
で
は
、
都
市
自
治
体
と
そ
の
メ
ン
バ
ー
に

つ
い
て
の
検
討
に
進
む
こ
と
に
し
た
い
。

三
、
都
市
自
治
体
と
選
挙
請
願

　
ア
ン
・
プ
ー
レ
ッ
ト
の
当
選
を
主
張
す
る
二
本
の
選
挙
請
願
の
提

出
に
対
し
て
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
は
、
五
日
後
の

一
七
六
八
年
一
一
月
一
五
日
に
会
議
を
開
き
、
同
選
挙
区
で
の
先
の

選
挙
に
関
し
て
別
の
請
願
を
下
院
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
の
日
の
会
議
は
出
席
者
も
一
八
人
と
多
く
、
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
二
人
の

辞
任
と
そ
の
補
充
人
事
、
オ
ル
ダ
マ
ン
一
人
の
辞
任
と
そ
の
後
任
の

選
出
な
ど
、
通
常
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
種
類
の
人
事
案
件
が
複
数
上

程
さ
れ
る
な
ど
、
政
治
的
緊
張
の
高
ま
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の

都
市
自
治
体
内
の
人
事
案
件
の
意
味
に
つ
い
て
は
次
章
で
ふ
れ
る
こ

と
と
し
、
本
章
で
は
、
一
七
六
八
年
総
選
挙
に
関
し
て
下
院
に
提
出

さ
れ
た
請
願
を
め
ぐ
る
都
市
自
治
体
と
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
動
き
を
見

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
一
一
月
一
五
日
の
会
議
の
席
上
、
当
日
辞
任
し
た
ジ
ョ

ン
・
タ
ケ
ッ
ト
（John Tuckett

）
に
か
わ
っ
て
オ
ル
ダ
マ
ン
に

選
ば
れ
た
ト
マ
ス
・
ア
レ
ン
（Thom

as Allen

）
が
、「
ブ
リ
ジ

ウ
ォ
ー
タ
市
の
市
長
、
オ
ル
ダ
マ
ン
、
Ｃ
Ｂ
か
ら
の
請
願
」（The 

Petition of the M
ayor, A

lderm
en &

 C
apital B

urgesses 
of the Borough of Bridgw

ater

）
を
下
院
に
提
出
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
。
同
請
願
は
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
議
員
選
挙
権
は
、

市
長
、
オ
ル
ダ
マ
ン
と
Ｃ
Ｂ
、
す
な
わ
ち
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の

み
に
あ
る
と
主
張
し
、
先
の
総
選
挙
で
当
時
の
市
長
が
選
挙
管
理
責

任
者
と
し
て
、地
方
税
を
払
う
同
市
の
住
民
に
投
票
を
許
し
た
の
は
、

選
挙
権
を
排
他
的
に
有
す
る
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
権
利
を
明
白

に
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。
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こ
の
請
願
の
下
院
提
出
は
、
一
七
六
九
年
度
の
現
市
長
マ
ー
チ
ャ

ン
ト
（Richard M

archant

）、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
ミ
ス
（Sam

uel 
Sm

ith
）
と
ト
マ
ス
・
ア
レ
ン
の
両
オ
ル
ダ
マ
ン
、そ
の
文
中
で
「
投

票
す
る
権
利
を
も
た
な
い
多
数
の
者
た
ち
に
　〔
中
略
〕　
投
票
す
る

こ
と
を
あ
え
て
許
し
た
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
前
市
長
の
サ
ミ
ュ
エ

ル
・
フ
ェ
ル
プ
ス
、
こ
の
選
挙
で
当
選
し
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ア
レ

ン
等
々
を
含
む
、
全
二
四
人
中
一
八
人
の
Ｃ
Ｂ
が
出
席
し
て
い
た
会

議
で
承
認
さ
れ
、
そ
れ
に
市
の
印
璽
を
付
し
、
都
市
自
治
体
の
費
用

負
担
で
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ホ
ル
コ
ム
（Charles H

olcom
be

）
と
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
ド
ン
と
い
う
二
人
の
メ
ン
バ
ー
を
ロ
ン
ド
ン

に
派
遣
し
て
下
院
に
届
け
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
下

院
へ
の
請
願
提
出
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
も
、
こ
の
請
願
が
ブ
リ
ジ
ウ

ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
と
し
て
の
意
思
を
公
式
に
表
明
す
る
も
の
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（
（3
（

。

　
こ
の
都
市
自
治
体
か
ら
の
請
願
は
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
で
の
会
議

の
三
日
後
の
一
一
月
一
八
日
に
下
院
に
提
出
さ
れ
、
先
の
ア
ン
・
プ

ー
レ
ッ
ト
の
請
願
と
同
時
に
審
査
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。さ
ら
に
、

そ
の
三
日
後
（
議
会
の
会
議
日
と
し
て
は
一
八
日
の
次
の
日
と
い
う

こ
と
に
な
る
）
一
一
月
二
一
日
に
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
選
挙
関
係
で

は
四
本
目
に
あ
た
る
請
願
が
提
出
さ
れ
た
。「
サ
マ
セ
ッ
ト
州
ブ
リ

ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
オ
ル
ダ
マ
ン
の
う
ち
の
一
人
、
な
ら
び
に
Ｃ
Ｂ
の

一
部
と
地
方
税
を
払
う
居
住
者
の
一
部
か
ら
の
請
願
」（Petition 

of O
ne of the Alderm

en, w
ith Som

e of the Capital Bur-
gesses, and also of the Inhabitants of the B

orough of 
B

ridgew
ater, in the C

ounty of Som
erset, paying Scot 

and Lot

）
で
、
先
の
都
市
自
治
体
側
か
ら
の
請
願
を
知
っ
て
、
ブ

リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
選
挙
区
の
選
挙
権
は
地
方
税
を
払
う
居
住
者
に
あ

る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
見
を
聴
い
て
ほ
し
い
と
訴

え
て
い
る
。
こ
の
第
四
の
請
願
に
つ
い
て
も
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の

選
挙
関
係
の
請
願
と
し
て
、
翌
一
七
六
九
年
一
月
二
六
日
に
一
括
し

て
審
査
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
以
上
の
経
過
か
ら
、
こ
の
請
願
合
戦
の
争
点
は
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ

市
選
挙
区
の
有
権
者
資
格
の
規
定
の
し
方
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る（
（3
（

。
最
初
の
プ
ー
レ
ッ
ト
の
請
願
で
は
、
選
挙
管
理
責
任
者
の
サ
ミ

ュ
エ
ル
・
フ
ェ
ル
プ
ス
が
多
数
の
正
当
な
有
権
者
の
プ
ー
レ
ッ
ト
支

持
の
投
票
を
不
公
正
に
拒
否
し
た
こ
と
が
、
そ
の
主
張
の
重
要
な
柱

と
さ
れ
て
い
た（
（3
（

。
そ
れ
に
対
抗
し
て
出
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
第

三
の
都
市
自
治
体
か
ら
の
請
願
で
は
、
そ
も
そ
も
選
挙
権
は
Ｃ
Ｂ

二
四
名
の
み
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
ェ
ル
プ
ス
が

「
地
方
税
を
払
う
居
住
者
」
に
投
票
を
許
し
た
こ
と
が
誤
り
で
あ
っ

た
と
の
主
張
が
な
さ
れ
、
も
っ
と
多
く
の
投
票
が
認
め
ら
れ
る
べ
き

で
あ
っ
た
と
す
る
プ
―
レ
ッ
ト
側
の
主
張
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
第
三
の
請
願
が
、
都
市
自
治
体
と
し
て

の
意
思
表
明
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
有
権
者
資
格
を
き
わ
め
て
狭
く
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限
定
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
サ
マ
セ
ッ
ト
州
ブ

リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
オ
ル
ダ
マ
ン
の
う
ち
の
一
人
、
な
ら
び
に
Ｃ
Ｂ

の
一
部
と
地
方
税
を
払
う
居
住
者
の
一
部
」
を
名
乗
る
第
四
の
請
願

は
、
有
権
者
の
限
定
と
い
う
都
市
自
治
体
側
の
主
張
に
明
確
に
反
対

す
る
と
と
も
に
、「
オ
ル
ダ
マ
ン
の
う
ち
の
一
人
、
な
ら
び
に
Ｃ
Ｂ

の
一
部
」
が
こ
の
請
願
に
参
加
し
て
い
る
と
具
体
的
に
明
か
す
こ
と

で
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
都
市
自
治
体
内
の
政
治
的
対
立
の
存
在
を
よ

り
リ
ア
ル
に
見
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
反
対
を
内
部
に
か
か
え
た
都

市
自
治
体
（
執
行
部
）
の
側
で
は
、
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
と
ア
レ
ン
の
当

選
、
プ
ー
レ
ッ
ト
の
落
選
と
い
う
一
七
六
八
年
春
の
選
挙
結
果
を
下

院
に
あ
ら
た
め
て
承
認
さ
せ
る
に
は
、
請
願
審
査
の
場
で
、
有
権
者

を
限
定
す
る
主
張
の
根
拠
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
一
七
六
八
年
一
一
月
三
〇
日
、
第
三
の
請
願
を
ロ
ン
ド
ン
に
届
け

た
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
ホ
ル
コ
ム
と
ア
ン
ダ
ー
ド
ン
が
ブ
リ
ジ

ウ
ォ
ー
タ
に
戻
っ
て
き
た
が
、
夜
ホ
ル
コ
ム
宅
の
ド
ア
の
下
に
匿
名

の
脅
迫
状
が
差
し
込
ま
れ
た
。
こ
の
脅
迫
状
は
、
自
分
を
奴イ
ン
ス
レ
イ
ヴ

隷
化
し

よ
う
と
し
た
ホ
ル
コ
ム
を
殺
す
と
述
べ
て
お
り（
（3
（

、
選
挙
権
の
都
市
自

治
体
メ
ン
バ
ー
へ
の
限
定
、
す
な
わ
ち
一
般
の
居
住
者
か
ら
の
選
挙

権
剥
奪
と
い
う
都
市
自
治
体
の
主
張
に
強
く
反
発
し
た
勢
力
が
、
同

市
に
は
存
在
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
抵
抗
の
動
き

が
あ
っ
た
も
の
の
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
都
市

自
治
体
は
会
議
を
一
二
月
二
日
に
開
き
、
こ
の
請
願
関
係
の
業
務
を

お
こ
な
う
代エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

理
人
と
し
て
オ
ズ
ボ
ー
ン
・
バ
ー
ウ
ェ
ル
（O

sborn 
Barw

ell

）
を
選
任
し
、
下
院
の
請
願
審
査
に
向
け
態
勢
を
と
と
の

え
た
。

　
一
七
六
九
年
一
月
二
四
日
に
下
院
で
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
選
挙
関

係
の
請
願
の
審
査
を
二
六
日
か
ら
三
一
日
に
延
期
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。
そ
の
後
、
下
院
で
の
本
件
の
審
査
は
、
一
月
三
一
日
、
二
月

二
日
、
一
四
日
、
二
三
日
、
三
月
二
日
に
繰
り
返
し
先
延
ば
し
さ
れ
、

最
終
的
に
審
査
日
は
三
月
九
日
と
な
っ
た
。
そ
の
間
、
請
願
を
提
出

し
た
側
で
証
拠
集
め
な
ど
の
準
備
を
お
こ
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
ブ

リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
で
は
二
月
一
四
日
に
も
会
議
を
開

き
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
て
い
る
。

　
本
都
市
自
治
体
に
属
す
る
す
べ
て
の
台
帳
、
特
許
状
、
記
録
、

そ
し
て
書
類
（Books, Charters, Records and papers

）

を
た
だ
ち
に
本
市
市
長
に
届
け
る
こ
と
。

　
ま
た
、
本
自
治
体
に
属
す
る
す
べ
て
の
台
帳
、
特
許
状
、

記
録
、
そ
し
て
書
類
を
市
長
よ
り
ジ
ョ
ン
・
タ
ケ
ッ
ト
氏
に

届
け
、
下
院
が
適
切
と
判
断
し
た
場
合
に
、
下
院
に
よ
る
点

検
の
た
め
に
提
出
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
同
氏
の
手
で

ロ
ン
ド
ン
ま
で
運
ぶ
、
そ
し
て
、
タ
ケ
ッ
ト
氏
は
ロ
ン
ド
ン

到
着
後
た
だ
ち
に
、
同
氏
よ
り
ア
ン
・
プ
ー
レ
ッ
ト
殿
オ
ナ
ラ
ブ
ルに
通

知
を
送
り
、
そ
れ
ら
書
類
等
を
プ
ー
レ
ッ
ト
氏
あ
る
い
は
そ

の
代
理
人
が
点
検
で
き
る
よ
う
に
す
る
旨
を
伝
え
る
こ
と
。
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こ
こ
に
出
て
く
る
「
ジ
ョ
ン
・
タ
ケ
ッ
ト
氏
」
は
、
一
七
六
八
年

一
一
月
一
五
日
ま
で
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
オ
ル
ダ
マ
ン
を
務
め
、

同
日
オ
ル
ダ
マ
ン
と
Ｃ
Ｂ
を
辞
任
し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
、
辞
任
後

も
都
市
自
治
体
の
側
に
立
っ
て
動
い
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
都

市
自
治
体
側
で
は
、
下
院
で
の
請
願
審
査
に
そ
な
え
て
、
有
権
者
を

狭
く
制
限
す
る
自
分
た
ち
の
主
張
を
歴
史
的
に
証
拠
立
て
よ
う
と
準

備
し
た
証
拠
書
類
を
タ
ケ
ッ
ト
に
ロ
ン
ド
ン
に
運
ば
せ
る
と
と
も

に
、
対
立
し
て
い
た
ア
ン
・
プ
ー
レ
ッ
ト
側
に
下
院
で
の
審
査
前
に

そ
の
閲
覧
を
許
す
と
い
う
配
慮
も
示
し
て
い
る（
（4
（

。
た
だ
、
こ
こ
で
一

言
付
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の

都
市
自
治
体
に
よ
る
同
市
の
過
去
に
関
す
る
資
料
の
収
集
は
、
こ
の

選
挙
請
願
合
戦
の
時
期
に
な
っ
て
急
に
始
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
は
一
七
六
八
年
総
選
挙
直
前
の
同
年

二
月
か
ら
半
年
余
り
に
わ
た
っ
て
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
ェ
ル
プ
ス
市

長
は
同
市
の
関
係
資
料
を
集
め
、
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
に
同
市
に

与
え
ら
れ
た
歴
代
国
王
の
特
許
状
の
内
容
を
共
有
す
る
よ
う
に
求
め

る
と
い
っ
た
取
組
み
を
進
め
て
い
た（
（4
（

。
と
す
れ
ば
、
有
権
者
の
都
市

自
治
体
メ
ン
バ
ー
へ
の
限
定
と
い
う
主
張
も
、
プ
ー
レ
ッ
ト
側
が
選

挙
後
の
請
願
で
出
し
て
き
た
、
多
数
の
有
権
者
の
投
票
が
不
当
に
拒

否
さ
れ
た
と
の
主
張
に
対
抗
す
る
た
め
に
急
き
ょ
持
ち
出
さ
れ
た
理

屈
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
、
こ
の
時
期
の
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ

の
都
市
自
治
体
が
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
た
基
本
的
立
場
と
し
て
も

理
解
す
べ
き
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
七
六
九
年
三
月
八
日
、
下
院
で
は
、
翌
三
月
九
日
の
ブ
リ
ジ
ウ

ォ
ー
タ
選
挙
請
願
の
審
査
の
た
め
、
一
六
八
五
年
以
降
一
七
五
四
年

ま
で
の
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
選
挙
結
果
を
資
料
と
し
て
取
り
寄
せ

る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
三
月
九
日
、
数
回
に
わ
た
っ
て

繰
り
延
べ
と
な
っ
て
い
た
下
院
本
会
議
の
場
で
の
請
願
審
査
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
当
日
の
審
査
は
長
時
間
に
お
よ
び（
（4
（

、
途
中
、
さ
ら
な
る

日
延
べ
も
提
案
さ
れ
た
が
、
表
決
の
結
果
さ
ら
に
議
事
を
続
け
る
こ

と
と
な
り
、
最
終
的
に
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
選
挙
区
の
有
権
者
は

都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
都
市
自
治
体
側
の
主

張
は
否
定
さ
れ
、
同
市
の
有
権
者
は
地
方
税
を
払
う
居
住
者
で
あ
る

こ
と
が
あ
ら
た
め
て
決
議
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
で
あ
っ
て
も
、
地

方
税
を
払
う
居
住
者
以
外
は
、選
挙
権
の
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
請
願
審
査
で
重
要
な
争
点
と
な
っ
た
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
選

挙
区
の
有
権
者
の
範
囲
は
、
も
と
も
と
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
一
七
世
紀
に
も
同
様
の
議
論
が
あ
り
、
特
に
王
政
復

古
期
に
は
、有
権
者
を
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
に
限
定
し
た
時
期
と
、

地
方
税
を
払
う
居
住
者
に
選
挙
権
を
認
め
た
時
期
と
が
、
頻
繁
に
入

れ
替
わ
り（
（4
（

、
同
市
の
関
係
史
料
に
収
め
ら
れ
て
い
る
一
六
八
三
年
の

チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
特
許
状
の
写
し
に
は
、
選
挙
権
は
「
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
」
に
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た（
（4
（

。
実
際
、
こ

の
一
七
六
八
年
総
選
挙
を
機
会
に
再
確
認
さ
れ
た
「
地
方
税
を
払
う
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居
住
者
」
と
い
う
有
権
者
資
格
が
連
続
的
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
名
誉
革
命
後
の
こ
と
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
有
権
者
を
限
定

す
る
都
市
自
治
体
側
の
主
張
は
け
っ
し
て
根
拠
の
な
い
も
の
で
は
な

く
、
都
市
自
治
体
は
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
に
関
す
る
資
料
を
集
め

て
請
願
の
審
査
に
臨
ん
だ
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
三
月

九
日
の
下
院
で
の
議
論
は
都
市
自
治
体
側
に
不
利
に
決
着
し
た
。
そ

れ
は
、『
下
院
日
誌
』
の
記
載
か
ら
う
か
が
う
に
、
都
市
自
治
体
側

の
代
理
人
が
自
分
た
ち
の
主
張
す
る
選
挙
権
の
証
拠
と
し
て
提
出

し
よ
う
と
し
た
資
料
が
、
都
市
自
治
体
の
役
職
者
の
も
と
で
公
的

に
管
理
さ
れ
て
き
た
も
の
で
な
く
（not in the Custody of any 

O
fficer of the Corporation w

ith w
hom

 the public Books 
and Papers belonging to the said Tow

n are deposited

）

私
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
証
拠
と
し
て
は

採
用
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　
三
月
九
日
の
審
査
で
は
、
誰
を
一
七
六
八
年
総
選
挙
の
当
選
者
と

認
め
る
か
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
ず
、
こ
の
問
題
は
三
月
一
四
日
の

下
院
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
三
月
一
四
日
の
審
査
で
は
、
ま
ず
、
ブ
リ

ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
居
住
者
と
い
う
場
合
、
そ
の
範
囲
は
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ

ー
タ
教
パ
リ
ッ
シ
ュ区

の
な
か
で
も
、
従
来
か
ら
「
市
」（Borough

）
と
呼
ば

れ
て
き
た
中
心
部
の
地
区
に
限
定
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
つ
い

で
、当
選
と
さ
れ
て
い
た
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
と
ア
レ
ン
の
代
理
人
か
ら
、

有
権
者
の
範
囲
に
つ
い
て
の
下
院
の
決
定
を
う
け
て
、
パ
ー
シ
ヴ
ァ

ル
と
し
て
は
、
有
効
票
の
多
数
の
支
持
を
主
張
で
き
な
い
の
で
、
こ

れ
以
上
は
争
わ
な
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
下
院
は

パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
に
替
え
て
ア
ン
・
プ
ー
レ
ッ
ト
を
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

ア
レ
ン
と
と
も
に
当
選
者
と
認
め
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
一
七
六
八

年
総
選
挙
に
関
す
る
請
願
の
審
査
を
終
了
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
都
市
自
治
体
は
一
七
六
八
年
総

選
挙
の
結
果
を
め
ぐ
り
プ
ー
レ
ッ
ト
側
と
戦
い
、
敗
北
す
る
に
い

た
っ
た
が
、
次
章
で
は
、
こ
の
戦
い
を
展
開
し
た
都
市
自
治
体
の

一
七
六
〇
年
代
末
の
実
態
に
せ
ま
っ
て
み
た
い
。

四
、一
七
六
〇
年
代
末
の
都
市
自
治
体

　
一
七
六
八
年
の
総
選
挙
を
機
に
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自

治
体
は
、
同
市
の
レ
コ
ー
ダ
職
を
に
ぎ
り
、
一
八
世
紀
前
半
の
ド

デ
ィ
ン
ト
ン
家
に
替
わ
る
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
地
位
を
固
め
て
き

た
プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
家
の
力
に
抗
す
る
姿
勢
を
と
っ
た
。
本
章
で

は
、
一
七
六
〇
年
代
を
含
む
一
八
世
紀
第
三
四
半
紀
の
二
五
年
間

（
一
七
五
一
年
度
か
ら
七
五
年
度
）
の
会
議
議
事
録
を
通
覧
し
、
な

か
で
も
会
議
の
開
催
・
出
席
状
況
、
メ
ン
バ
ー
の
交
代
な
ど
に
注
目

す
る
こ
と
で
、
一
七
六
〇
年
代
末
の
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
都
市
自
治
体

の
様
子
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
一
七
五
一
年
度
の
最
初
の
会
議
（
一
七
五
〇
年
一
〇
月
一
日
）
か
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史
苑
（
第
七
六
巻
第
一
号
）

ら
七
五
年
度
の
最
後
の
会
議
（
一
七
七
五
年
九
月
二
五
日
）
ま
で
、

ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
は
全
部
で
一
七
七
回
の
会
議
を
開

催
し
て
い
る
。
年
度
に
よ
り
会
議
の
年
間
開
催
回
数
は
大
き
く
変
動

し
、
も
っ
と
も
少
な
か
っ
た
の
が
一
七
五
三
年
度
と
六
五
年
度
で
四

回
、も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
が
一
七
六
八
年
度
の
一
二
回
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
七
六
八
年
度
の
一
二
回
の
会
議
の
う
ち
五
回
の
会
議（
（4
（

で
、
前

章
後
半
で
言
及
し
た
、
同
市
の
資
料
の
収
集
に
関
す
る
案
件
が
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
、
都
市
自
治
体
が
自
身
の
歴
史
的
な

権
限
や
役
割
に
敏
感
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
も
う

少
し
長
期
的
な
動
向
を
見
る
た
め
に
、
上
述
の
二
五
年
間
を
五
年
ご

と
に
五
つ
の
時
期
に
区
切
っ
て
み
る
と
、各
期
の
会
議
開
催
回
数
は
、

二
九
、三
六
、三
〇
、四
一
、四
一
と
な
り
、
一
七
六
〇
年
代
後
半
か
ら

七
〇
年
代
前
半
に
、会
議
の
開
催
回
数
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

都
市
自
治
体
が
六
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
活
動
を
よ
り
活
発
化
さ
せ

て
い
た
と
考
え
る
ひ
と
つ
の
材
料
と
言
え
よ
う
。

　
次
に
、
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
会
議
へ
の
出
席
状
況
を
検
討

し
よ
う
。
一
八
世
紀
第
三
四
半
紀
に
開
か
れ
た
一
七
七
回
の
会
議

へ
の
出
席
者
は
延
べ
二
七
一
一
人
で
、
一
回
の
会
議
へ
の
平
均
の

出
席
者
は
一
五
・
三
人
と
な
る
。
五
年
の
時
期
ご
と
に
見
る
と
、
平

均
出
席
者
数
は
一
七
・
一
、一
四
・
九
、一
四
・
九
、一
五
・
六
、一
四
・
四

で
、
本
稿
で
特
に
注
目
し
て
い
る
一
七
六
〇
年
代
末
の
二
か
年
度

（
一
七
六
八
年
度
、
六
九
年
度
）
を
含
む
第
四
期
も
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
一
七
五
〇
年
代
前
半
の
第
一
期
の
高
さ
が

目
立
つ
。
た
だ
、
前
段
で
見
た
よ
う
に
、
期
に
よ
っ
て
会
議
の
開
催

回
数
が
異
な
り
、
会
議
の
開
催
頻
度
が
高
い
と
会
議
へ
の
出
席
率（
（4
（

が

下
が
る
傾
向
が
一
般
的
に
見
ら
れ
る
の
で
、
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

の
時
期
に
延
べ
何
回
の
会
議
に
出
席
し
た
の
か
と
い
う
参
加
実
績

の
総
量
で
比
較
す
る
と
、
結
果
は
第
一
期
か
ら
第
五
期
ま
で
順
に

四
九
七
、五
三
六
、四
四
七
、六
四
〇
、五
九
一
と
な
り
、
開
催
回
数
の

増
え
て
い
る
一
八
世
紀
第
三
四
半
紀
の
終
わ
り
の
一
〇
年
間
、
特
に

一
七
六
〇
年
代
後
半
の
第
四
期
に
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
が
実
際
に

多
く
の
会
議
に
出
席
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
メ
ン
バ
ー
の
入
替
り
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
の

よ
う
に
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
＝
Ｃ
Ｂ
は
基

本
的
に
終
身
で
、
死
亡
、
辞
任
等
で
欠
員
が
生
じ
る
と
、
残
っ
た
メ

ン
バ
ー
で
後
任
選
出
を
お
こ
な
っ
た
。
一
七
五
一
年
度
開
始
時
に
メ

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
二
四
人
は
ど
の
よ
う
に
退
き
、
新
人
に
交
代
し
て

い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
観
点
か
ら
見
た
場
合
に
、
一
七
六
〇

年
代
末
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
七
五
一
年
度
が
始
ま
っ
た
一
七
五
〇
年
九
月
末
の
時
点
で
す
で

に
都
市
自
治
体
に
入
っ
て
い
た
人
び
と
を
「
旧
メ
ン
バ
ー
」
と
呼
ぶ

と
す
れ
ば
、
二
四
人
の
旧
メ
ン
バ
ー
の
交
代
は
、
最
初
な
か
な
か
進

ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
末
に
何
人
の
旧
メ
ン
バ
ー
が
残
っ

て
い
た
か
で
考
え
る
と
、
四
年
後
の
一
七
五
四
年
度
末
ま
で
に
は
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二
一
人（
そ
れ
ま
で
に
、二
四
人
中
一
人
が
辞
任
、二
人
が
死
亡
し
た
）

に
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
か
ら
一
〇
年
近
く
こ
の
数
字
は
動
か

ず
、
次
に
動
き
が
あ
る
の
は
一
七
六
三
年
度
で
、
同
年
度
末
ま
で
に
、

最
初
の
二
四
人
の
う
ち
で
残
る
メ
ン
バ
ー
は
一
八
人
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
六
四
年
度
中
に
一
人
、
六
五
年
度
中
に
も
う
一
人
が
死
亡
し
、

五
年
ご
と
の
時
期
区
分
で
い
う
と
、
第
四
期
に
入
る
一
七
六
五
年
九

月
末
の
時
点
で
は
二
四
人
の
旧
メ
ン
バ
ー
中
ま
だ
一
六
人
が
残
っ
て

い
た
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
六
八
年
度
に
三
人
、
六
九
年
度
に
二
人

が
死
亡
し
た
こ
と
で
、
六
九
年
度
末
に
な
る
と
、
一
七
五
一
年
度
以

降
に
な
っ
て
選
出
さ
れ
た
「
新
メ
ン
バ
ー
」
が
、
定
員
の
過
半
を
し

め
る
に
い
た
っ
た（
（4
（

。
交
代
す
る
（
多
く
の
場
合
は
、
死
亡
す
る
）
し

ば
ら
く
前
か
ら
、
会
議
に
ほ
と
ん
ど
出
席
し
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
七
六
八
年
度
の
途
中
か
ら
は
、
新
メ

ン
バ
ー
が
会
議
出
席
者
の
過
半
を
し
め
る
と
い
う
状
況
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、本
稿
が
注
目
す
る
一
七
六
〇
年
代
末
は
、

ド
デ
ィ
ン
ト
ン
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
一
八
世
紀
前
半
の
ブ
リ
ジ

ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
の
様
子
を
実
際
に
体
験
し
て
い
た
旧
メ
ン

バ
ー
が
都
市
自
治
体
の
会
議
で
少
数
派
に
転
落
し
た
時
期
で
あ
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
の
執
行
部
を
構
成

し
た
役
職
者
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

毎
年
九
月
下
旬
に
選
出
さ
れ
る
主
要
な
役
職
者
は
、
市
長
、
二
名
の

ベ
イ
リ
フ
、
収
入
役
の
計
四
名
で
あ
る
が
、
そ
の
顔
ぶ
れ
な
ど
か
ら
、

一
七
六
〇
年
代
末
の
同
市
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
一
八
世
紀
第
三
四
半
紀
の
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
で
は
、
Ｃ
Ｂ
に
選
出

さ
れ
る
と
、
比
較
的
す
ぐ
に
ベ
イ
リ
フ
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
後
は
、
各
人
の
希
望
や
適
性
が
考
慮
さ
れ
る
の
か
、
二
年

か
ら
数
年
の
間
隔
を
あ
け
て
ベ
イ
リ
フ
を
複
数
回
務
め
、
さ
ら
に
、

収レ
シ
ー
バ
ー

入
役
や
市
長
に
も
な
る
と
い
う
コ
ー
ス
を
た
ど
る
者
が
い
る
一

方
、
役
職
に
は
あ
ま
り
就
か
な
く
な
る
者
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
市

の
財
政
に
か
か
わ
る
収
入
役
は
毎
年
改
選
さ
れ
る
職
で
は
あ
る
も
の

の
、数
年
度
に
わ
た
っ
て
連
続
し
て
務
め
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
が
、

こ
れ
は
、
同
職
に
は
あ
る
程
度
専
門
的
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め

と
考
え
ら
れ
る（
（4
（

。
収
入
役
の
人
事
に
つ
い
て
は
、
都
市
自
治
体
内
の

政
治
力
学
と
は
異
な
る
要
因
も
働
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
今
回
の
検

討
か
ら
は
除
外
す
る
。

　
ベ
イ
リ
フ
に
つ
い
て
は
、
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
比
較

的
す
ぐ
に
選
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
七
五
一
年
度
以
降
に
都
市
自
治

体
に
参
加
し
た
新
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
、
一
七
五
〇
年
代
の
う
ち
に
こ

の
職
を
務
め
る
者
が
出
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
七
六
〇
年
代
後
半
に

な
る
と
、
二
名
の
ベ
イ
リ
フ
の
ポ
ス
ト
は
つ
ね
に
両
方
と
も
新
メ
ン

バ
ー
に
し
め
ら
れ
、
以
後
は
旧
メ
ン
バ
ー
が
ベ
イ
リ
フ
と
な
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
市
長
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
新
旧
メ
ン
バ
ー
の
間

で
交
代
が
生
じ
た
が
、
そ
の
移
行
期
は
一
七
六
〇
年
代
末
で
あ
っ



－  19  －

史
苑
（
第
七
六
巻
第
一
号
）

た
。
一
七
六
八
年
度
の
市
長
は
、
六
八
年
総
選
挙
の
選
挙
管
理
責
任

者
と
し
て
不
公
正
な
行
動
を
非
難
さ
れ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
ェ
ル
プ

ス
で
、
彼
は
一
七
四
四
年
一
二
月
に
Ｃ
Ｂ
に
選
出
さ
れ
て
い
た
か

ら
、
政
治
的
立
場
は
と
も
か
く
、
世
代
的
に
は
旧
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ

た
。本
稿
が
検
討
し
た
請
願
合
戦
を
戦
っ
た
翌
六
九
年
度
の
市
長
は
、

一
七
五
二
年
一
〇
月
に
都
市
自
治
体
入
り
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ー

チ
ャ
ン
ト
で
、
彼
は
新
メ
ン
バ
ー
と
し
て
初
め
て
市
長
に
就
任
し
、

そ
れ
以
降
、
市
長
職
が
旧
メ
ン
バ
ー
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た（
（4
（

。

　
さ
ら
に
、
二
名
の
オ
ル
ダ
マ
ン
に
つ
い
て
も
検
討
し
よ
う
。
オ
ル

ダ
マ
ン
は
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
長
老
役
で
、
市
長
と
と
も
に
市
を

代
表
す
る
基
本
的
に
終
身
の
要
職
で
あ
っ
た
。
一
七
四
〇
年
代
か

ら
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ベ
イ
カ
ー( Philip Baker)

と
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ビ
ン
フ
ォ
ー
ド
（W

illiam
 Binford

）
が
二
〇
年
以
上
に
わ

た
っ
て
同
じ
組
合
せ
で
同
職
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
二
人
は
と
も

に
一
七
三
一
年
九
月
二
七
日
に
Ｃ
Ｂ
に
選
出
さ
れ
、
Ｇ
・
Ｂ
・
ド

デ
ィ
ン
ト
ン
が
野
党
に
転
じ
て
そ
の
影
響
力
を
低
下
さ
せ
始
め
た

一
七
四
〇
年
代
初
頭
以
前
か
ら
、
都
市
自
治
体
で
要
職
に
就
い
て
い

た（
（5
（

。
そ
の
ベ
イ
カ
ー
が
一
七
六
五
年
に
、
つ
い
で
ビ
ン
フ
ォ
ー
ド
が

六
八
年
に
死
亡
す
る
と
、
い
ず
れ
も
一
七
四
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら

Ｃ
Ｂ
に
選
出
さ
れ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
ミ
ス
と
ジ
ョ
ン
・
タ
ケ
ッ
ト

が
そ
れ
ぞ
れ
後
任
の
オ
ル
ダ
マ
ン
と
な
っ
た
。
確
か
に
、
後
任
の
二

人
は
オ
ル
ダ
マ
ン
就
任
ま
で
に
市
長
職
も
複
数
回
務
め
た
ベ
テ
ラ
ン

の
旧
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
こ
で
オ
ル
ダ
マ
ン
の
世

代
交
代
と
呼
び
う
る
も
の
が
起
こ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。さ
ら
に
、

タ
ケ
ッ
ト
は
オ
ル
ダ
マ
ン
在
職
三
か
月
の
一
七
六
八
年
一
一
月
一
五

日
の
会
議
で
オ
ル
ダ
マ
ン
と
Ｃ
Ｂ
を
辞
し
、
オ
ル
ダ
マ
ン
の
後
任
に

は
、
八
カ
月
前
に
Ｃ
Ｂ
に
な
っ
た
ば
か
り
で
何
の
役
職
経
験
も
な
い

ト
マ
ス
・
ア
レ
ン
が
選
任
さ
れ
た（
（5
（

。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ト
マ

ス
・
ア
レ
ン
は
こ
の
同
じ
会
議
で
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
選
挙
区
の

有
権
者
を
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
に
限
定
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
請

願
の
下
院
提
出
を
提
案
し
、
い
っ
た
ん
都
市
自
治
体
の
外
に
出
た
タ

ケ
ッ
ト
は
、
翌
六
九
年
二
月
に
そ
の
関
係
資
料
を
ロ
ン
ド
ン
に
運
ぶ

役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う

に
、
こ
の
一
七
六
八
年
一
一
月
の
オ
ル
ダ
マ
ン
交
代
は
、
プ
ー
レ
ッ

ト
側
の
動
き
に
抗
す
る
都
市
自
治
体
の
対
応
と
軌
を
一
に
し
て
お
こ

な
わ
れ
て
い
る（
（5
（

。

　
本
章
の
議
論
を
ま
と
め
る
と
、
一
七
六
〇
年
代
末
は
、
都
市
自
治

体
の
会
議
の
開
催
回
数
、
参
加
者
数
な
ど
の
点
か
ら
見
て
、
ブ
リ
ジ

ウ
ォ
ー
タ
都
市
自
治
体
の
活
動
が
活
発
化
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
同

時
期
に
は
、
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
、
特
に
役
職
者
の
世
代
交
代
も

進
ん
だ
。
一
七
六
八
年
総
選
挙
と
、
そ
の
後
の
請
願
合
戦
に
見
ら
れ

た
都
市
自
治
体
と
プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
側
と
の
き
び
し
い
対
立
は
、
そ

う
し
た
都
市
自
治
体
の
転
換
期
に
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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お
わ
り
に

　
一
七
六
〇
年
代
末
の
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
選
挙
区
に
は
、
パ
ト
ロ

ン
と
し
て
の
地
位
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
の
影
響
力

に
抗
し
よ
う
と
す
る
一
定
の
勢
力
が
存
在
し
、
同
市
の
都
市
自
治
体

は
反
プ
ー
レ
ッ
ト
勢
力
の
拠
点
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ま
さ

に
こ
の
時
期
に
、
同
市
の
都
市
自
治
体
の
な
か
で
、
ド
デ
ィ
ン
ト
ン

が
強
い
影
響
力
を
ふ
る
っ
た
一
八
世
紀
前
半
の
状
況
を
経
験
せ
ず

一
七
五
〇
年
代
以
降
に
都
市
自
治
体
入
り
し
た
新
メ
ン
バ
ー
が
急
速

に
ふ
え
、
過
半
数
を
し
め
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。

ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
は
、
自
ら
の
役
割
、
権
限
を
あ
ら

た
め
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
七
六
八
年
の
総
選
挙
を
め
ぐ
っ

て
プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
側
か
ら
選
挙
時
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
ェ
ル
プ

ス
市
長
の
不
公
正
な
行
動
を
非
難
す
る
請
願
が
提
出
さ
れ
た
の
を
機

に
、
歴
史
的
根
拠
が
あ
る
（
と
彼
ら
が
主
張
す
る
）「
都
市
自
治
体

メ
ン
バ
ー
の
み
が
下
院
議
員
選
挙
の
有
権
者
で
あ
る
」
と
の
議
論
を

展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
統
治
体
制
に
つ
い
て
は
そ
の
寡
頭
的
な
性

格
が
強
調
さ
れ
、
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
市
の
よ
う
な
「
都

市
自
治
体
型
選
挙
区
」（
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
み
が
下
院
議
員

選
挙
の
有
権
者
に
な
る
都
市
選
挙
区
）
は
、
地
主
貴
族
の
完
全
な
支

配
下
に
お
ち
た
「
懐
中
選
挙
区
」（pocket borough

）
な
ど
と
と

も
に
、
議
会
寡
頭
制
（parliam

entary oligarchy

）
を
象
徴
す

る
存
在
と
見
ら
れ
て
き
た
。
一
七
六
〇
年
代
末
の
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ

の
都
市
自
治
体
が
展
開
し
た
上
述
の
議
論
は
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市

選
挙
区
を
そ
の
よ
う
な
都
市
自
治
体
型
選
挙
区
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
一
見
、
当
時
の
寡
頭
的
な
統
治
体
制
を
維
持
・
強
化
し
よ
う

と
す
る
も
の
に
も
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
こ
こ
ま

で
の
考
察
は
、
同
市
が
採
用
し
た
有
権
者
限
定
論
が
、
地
主
貴
族
家
、

具
体
的
に
は
プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
家
の
都
市
選
挙
区
支
配
に
対
抗
し
よ

う
と
す
る
動
き
の
な
か
で
主
張
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
は
寡
頭
制
擁
護

と
は
む
し
ろ
逆
の
一
面
を
も
ち
う
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

　
冒
頭
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
一
七
六
〇
年
代
末
に
は
ウ
ィ
ル
ク

ス
支
援
運
動
に
端
を
発
し
て
寡
頭
制
を
批
判
す
る
急
進
主
義
的
な
政

治
改
革
運
動
が
イ
ギ
リ
ス
各
地
に
広
ま
り
、
一
九
世
紀
以
降
の
選
挙

法
改
正
へ
と
つ
な
が
る
議
会
改
革
運
動
が
本
格
的
に
出
現
し
よ
う
と

し
て
い
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
一
七
六
五
年
に
ブ
リ
ジ
ウ

ォ
ー
タ
都
市
自
治
体
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
六
八
年
総
選
挙
に
ア

ン
・
プ
ー
レ
ッ
ト
に
対
抗
し
て
出
馬
し
て
、
こ
の
時
期
の
都
市
自
治

体
の
新
た
な
動
き
の
先
頭
に
立
っ
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ア
レ
ン
に
関

す
る
次
の
事
実
で
あ
る
。
彼
は
一
七
六
九
年
一
〇
月
サ
マ
セ
ッ
ト
州

の
改
革
派
の
集
会
に
参
加
し
て
ミ
ド
ル
セ
ク
ス
州
の
有
権
者
の
議
員

選
出
の
権
利
を
擁
護
し（
（5
（

、
翌
七
〇
年
に
は
改
革
派
の
議
員
と
し
て
ウ
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エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
市
の
有
権
者
集
会
で
「
自
由
の
友
」（Friend to 

Liberty
）
と
し
て
顕
彰
さ
れ
て
い
た（
（5
（

。
こ
の
事
実
は
、
彼
の
、
ひ

い
て
は
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
都
市
自
治
体
の
プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
家
の

勢
力
と
の
戦
い
が
、
地
主
貴
族
を
も
っ
と
も
重
要
な
支
え
手
と
し
て

い
た
議
会
寡
頭
制
に
挑
戦
し
た
当
時
の
議
会
改
革
運
動
と
も
共
鳴
す

る
面
が
あ
っ
た（
（5
（

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



－  22  －－  23  －

議
会
改
革
運
動
創
成
期
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
自
治
体
と
下
院
議
員
選
挙
（
青
木
）

註（１
）
一
七
〇
七
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
＝
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
合
同
以
降
、

イ
ギ
リ
ス
議
会
下
院
の
定
員
は
五
五
八
、
内
訳
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
州
選
出
八
〇
、
都
市
選
出
四
〇
五
、
大
学
選
出
四
、
ウ
エ
ー
ル
ズ

の
州
選
出
一
二
、
都
市
選
出
一
二
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
州
選
出

三
〇
、
都
市
選
出
一
五
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
都
市
選
出
議
員

の
数
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。

（
２
）
一
八
三
二
年
の
議
会
改
革
以
前
に
下
院
の
議
席
を
与
え
ら
れ
て
い

た
都
市
の
約
四
分
の
一
は
、「
都
市
自
治
体
」
と
い
う
形
式
の
統
治

団
体
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。Rosem

ary Sw
eet, The E

nglish 
tow

n, 1680-1840: governm
ent, society and culture, R

out-
ledge, 1999, pp.33-37. 

以
下
の
注
７
や
注
37
な
ど
で
言
及
さ
れ
る

エ
セ
ッ
ク
ス
州
モ
ー
ル
ド
ン
（M

aldon
）
や
サ
マ
セ
ッ
ト
州
ト
ー
ン

ト
ン( Taunton

）
の
よ
う
に
、都
市
自
治
体
が
消
滅
す
る
（
た
だ
し
、

モ
ー
ル
ド
ン
の
場
合
は
、
半
世
紀
近
く
経
過
し
た
の
ち
に
復
活
す
る
）

こ
と
も
あ
り
え
た
。

（
３
）
き
わ
め
て
多
様
な
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
選
挙
区
を
、
い
く
つ

か
の
タ
イ
プ
に
分
類
整
理
し
た
す
ぐ
れ
た
研
究
と
し
て
、Frank 

O
’G

orm
an, Voters, Patrons, and Parties: The U

nreform
ed 

E
lectoral System

 of H
anoverian E

ngland 1734-1832,  
C

larendon Press, 1989

。

（
４
）B

ridgew
ater 

と
い
う
綴
り
も
広
く
見
ら
れ
る
。

（
５
）O

’G
orm

an, op.cit.,  Chapter 2; 

青
木
康
『
議
員
が
選
挙
区
を
選

ぶ
─
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
政
治
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七

年)

、
四
章
。

（
６
）
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
拙
稿"The 

Tow
n C

orporation and the A
ristocracy: Parliam

entary 

E
lections in B

ury St E
dm

unds 1754-1757", Proceed-
ings of the Suffolk Institute of A

rchaeology &
 H

istory, 
XLIII-1(2014)

、 

お
よ
び
「
一
七
五
〇
年
代
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド

マ
ン
ズ
市
の
下
院
議
員
選
挙
─
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
を
め
ぐ
る
補
論
」

『
史
苑
』
七
二
巻
一
号
、
二
〇
一
一
年 

等
を
参
照
。

（
７
）O

’G
orm

an, op.cit.,  p.47.

フ
リ
ー
マ
ン
が
有
権
者
と
な
っ
た
エ

セ
ッ
ク
ス
州
モ
ー
ル
ド
ン
市
で
は
、
一
七
三
四
年
総
選
挙
前
の
一
年

間
だ
け
で
二
〇
〇
人
以
上
の
フ
リ
ー
マ
ン
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。J. R

. Sm
ith, The B

orough of M
aldon 1688-1800: a 

G
olden Age,  Brew

in B
ooks, 2013, pp.52-54. 

注
20
で
も
ふ
れ

る
が
、
筆
者
は
一
七
三
一
年
一
〇
月
か
ら
九
一
年
九
月
ま
で
の
ブ
リ

ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
「
フ
リ
ー
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
」（free burgess; 

同

市
の
フ
リ
ー
マ
ン
の
こ
と
で
、
以
下
、
Ｆ
Ｂ
）
選
出
を
調
査
し
た
が
、

こ
の
六
〇
年
間
で
確
認
し
た
Ｆ
Ｂ
選
出
は
一
九
〇
件
に
と
ど
ま
っ
た
。

（
８
）
一
七
六
八
年
の
例
に
つ
い
て
は
、
本
稿
中
で
後
述
。
一
七
八
〇
年

の
例
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
と

一
七
八
〇
年
総
選
挙
」
拙
編
『
イ
ギ
リ
ス
近
世
・
近
代
史
と
議
会
制

統
治
』（
吉
田
書
店
、二
〇
一
五
年
）
所
収
（
以
下
、拙
稿
「
一
七
八
〇

年
総
選
挙
」
と
略
記
） 

を
参
照
。

（
９
）
以
下
、
一
八
世
紀
の
都
市
選
挙
区
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
に
つ
い
て

概
観
し
た
部
分
は
、
主
と
し
て
、
議
会
史
財
団
の The H

ouse of 
C

om
m

ons 

シ
リ
ー
ズ
（
一
七
一
五
～
一
七
五
四
、一
七
五
四
～

一
七
九
〇
、一
七
九
〇
～
一
八
二
〇
の
部
分)

、
お
よ
び T. H

. B. 
O

ldfield, The R
epresentative H

istory of G
reat B

ritain and 
Ireland: B

eing a H
istory of the H

ouse of C
om

m
ons, and 

of the C
ounties, C

ities, and B
oroughs, of the U

nited K
ing-

dom
, from

 the E
arliest Period,  V

ol.4 (1816), pp.440-446.
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史
苑
（
第
七
六
巻
第
一
号
）

に
よ
る
。
ま
た
、
拙
稿
「
一
七
八
〇
年
総
選
挙
」
も
参
照
。

（
10
）
以
上
の
う
ち
、
一
七
五
四
年
、
八
〇
年
、
九
〇
年
の
総
選
挙
に
つ

い
て
は
、
刊
行
さ
れ
た
投
票
記
録
が
残
っ
て
い
て
、
有
権
者
個
々
の

投
票
行
動
ま
で
判
明
し
て
い
る
。
な
お
、
一
七
八
四
年
総
選
挙
に

つ
い
て
も
、L. N

am
ier and J. Brooke(eds.), The H

ouse of 
C

om
m

ons 1754-1790, Vol.1, H
M

SO
, 1964, pp.367-368

に

は
、
当
選
と
な
っ
た
二
人
の
他
、
落
選
し
た
候
補
者
の
氏
名
・
票
数

も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
三
人
の
票
数
（
一
五
二
、一
五
二
、五
）
か
ら

考
え
て
も
、
こ
の
選
挙
は
実
質
的
な
競
争
選
挙
に
は
な
っ
て
い
な
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
の
交
替
事
由
の
大
半
は
前
任
者
の
死
亡
で

あ
る
が
、
老
齢
、
そ
の
他
の
理
由
で
辞
任
し
た
者
や
、
解
任
さ
れ
た

者
も
い
る
。

（
12
）
簡
便
の
た
め
、
こ
れ
以
降
本
稿
で
は
、
例
え
ば
一
七
六
八
年
九
月

下
旬
に
選
出
さ
れ
た
執
行
部
を
「
一
七
六
九
年
度
の
執
行
部
」
と
い

う
よ
う
に
表
記
す
る
。

（
13
）Som

erset H
eritage C

entre, D
\B

\bw
/2/1/2, “B

orough 
C

ouncil M
inutes” (1731-1784). 

（
14
）
議
事
録
の
出
席
者
記
録
欄
で
は
、
オ
ル
ダ
マ
ン
は
、
現
市
長
、
前

市
長
に
次
ぐ
高
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
15
）Som

erset H
eritage C

entre, D
\B

\bw
/2/1/2, “B

orough 
C

ouncil M
inutes” (1731-1784), June 27, 1747, M

ar.28, 
1761, M

ay 5, 1762,  N
ov.21, 1763, M

ar.18, 1768, O
ct.8, 

1774

等
。
一
七
六
二
年
、
六
三
年
の
も
の
は
補
欠
選
挙
に
関
係
。

（
16
）Ibid.,  M

ar.28, 1761. 

な
お
、
以
下
で
は
、
本
文
の
記
述
か
ら
、

ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
都
市
自
治
体
の
会
議
議
事
録
の
当
該
日
の
項
を
典

拠
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
典
拠
表
示
の
注
を
省
略
す
る
。

（
17
）
こ
の
手
続
き
は
、
近
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
都
市
史
の
研
究
者
Ｃ
・
Ｆ
・

パ
タ
ー
ソ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
議
会
選
挙
区
で
あ
っ
た
都
市
は

ど
こ
も
、
自
市
を
代
表
す
る
下
院
議
員
は
そ
の
正
式
市
民
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
た
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。Cath-
erine F. Patterson, U

rban Patronage in E
arly M

odern 
E

ngland: C
orporate B

oroughs, the Landed E
lite, and the 

C
row

n, 1580-1640, Stanford U
niversity Press,1999, p.64.

（
18
）Som

erset H
eritage C

entre, D
\B

\bw
/2/1/2, “B

orough 
Council M

inutes” (1731-1784),  Jan.17, 1753

（
選
挙
日

Jan.19), M
ar.21, 1761

（
同M

ar.28), M
ay 3, 1762

（
同M

ay 
5), N

ov.18, 1763

（
同N

ov.21), June 2, 1780

（
同Sept.11),  

Sept.9, 1780

（
同Sept.11), M

ar.30, 1784

（
同A

pr.5

）
等
。

一
七
五
三
年
、六
二
年
、六
三
年
の
も
の
は
補
欠
選
挙
に
関
係
。
な
お
、

一
七
九
〇
年
総
選
挙
（
選
挙
日June 18, 1790)

の
前
に
は
、
候
補

者
の
一
人
を
Ｆ
Ｂ
に
、
二
人
を
名
誉
市
民
（honorary burgess

）

に
選
ん
で
い
る
。Som

erset H
eritage C

entre, D
\B

\bw
/2/1/3, 

“Borough C
ouncil M

inutes” (1785-1837), Sept.28, 1789.

（
19
）
本
稿
の
注
10
を
参
照
。

（
20
）
こ
の
Ｆ
Ｂ
に
選
出
さ
れ
な
か
っ
た
一
七
八
四
年
総
選
挙
の
候
補
者

（G
ilbert Elliot

）
が
、は
る
か
以
前
か
ら
Ｆ
Ｂ
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

筆
者
の
議
論
は
論
拠
を
失
う
が
、
筆
者
が
一
七
三
一
年
一
〇
月
以
降

六
〇
年
間
の
議
事
録
を
通
覧
し
、
Ｆ
Ｂ
選
出
案
件
を
網
羅
的
に
点
検

し
た
際
に
は
、
こ
の
候
補
者
の
名
は
見
当
た
ら
ず
、
彼
は
事
前
に
Ｆ

Ｂ
に
選
出
さ
れ
な
い
ま
ま
八
四
年
総
選
挙
に
臨
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
21
）
拙
稿
「
一
七
八
〇
年
総
選
挙
」。

（
22
）
一
七
六
八
年
総
選
挙
の
概
略
に
つ
い
て
は
、N

am
ier and 

Brooke, The H
ouse of C

om
m

ons 1754-1790,  Vol.1, pp.67-
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議
会
改
革
運
動
創
成
期
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
自
治
体
と
下
院
議
員
選
挙
（
青
木
）

73
。
ま
た
、
一
七
六
八
年
総
選
挙
を
含
む
一
七
五
四
年
か
ら
九
〇
年

ま
で
の
時
期
の
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
選
挙
区
に
お
け
る
下
院
議
員
選
挙

に
つ
い
て
は
、Ibid.,  pp.367-368

。

（
23
）
出
馬
し
な
か
っ
た
コ
ル
レ
ー
ン
男
爵
は
こ
の
時
す
で
に
七
〇
歳
台

で
、
一
七
七
三
年
に
死
亡
し
た
。

（
24
）
一
七
五
四
年
総
選
挙
時
の
都
市
自
治
体
メ
ン
バ
ー
二
四
人
中
二
二

人
の
投
票
行
動
が
判
明
し
て
い
る
が
、
一
八
人
が
エ
グ
モ
ン
ト
伯
爵

を
支
持
、
う
ち
一
七
人
は
、
二
票
あ
る
う
ち
の
一
票
は
棄
て
て
彼

だ
け
に
投
票
（plum

p
）
し
て
い
た
。Arthur H

erbert Pow
ell, 

B
ridgw

ater in the Later D
ays: B

eing a Succeeding V
ol-

um
e to “The Ancient B

orough of B
ridgw

ater”  (Bridgw
ater, 

1908), Chapter 7
“The Election Sheet of 1754”.

（
25
）
一
八
世
紀
前
半
の
同
区
に
つ
い
て
は
、Rom

ney Sedgw
ick(ed.), 

The H
ouse of C

om
m

ons 1715-1754,  V
ol.1, H

M
SO

, 1970, 
p.314

。

（
26
）
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
選
挙
区
で
一
七
五
四
年
ま
で
三
〇
年
以
上
に
わ

た
り
議
席
を
保
持
し
た
Ｇ
・
Ｂ
・
ド
デ
ィ
ン
ト
ン
（G

eorge Bubb 
D

odington

）
も
、
五
四
年
総
選
挙
で
は
落
選
（
他
選
挙
区
に
移
り

議
員
の
地
位
は
維
持
）
し
、
六
一
年
の
総
選
挙
も
、
彼
の
支
持
し
た

候
補
者
二
人
が
落
選
す
る
結
果
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
一
年
半
ほ
ど

の
ち
に
彼
は
死
亡
す
る
。N

am
ier and Brooke, The H

ouse of 
C

om
m

ons 1754-1790,  Vol.1, p.367, Vol.2, p.327.

（
27
）
第
二
代
プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
は
一
七
六
四
年
一
一
月
五
日
死
去
、
第

三
代
伯
爵
は
一
一
月
一
六
日
の
都
市
自
治
体
の
会
議
で
レ
コ
ー
ダ
に

選
出
さ
れ
た
。

（
28
）Som

erset H
eritage C

entre, D
D

\D
N

/224/26, “C
orre-

spondence received by Caleb D
ickinson”, Richard H

utch-

ings to C
aleb D

ickinson, Feb.29, 1768. 

ハ
ッ
チ
ン
ス
は
、「
プ

ー
レ
ッ
ト
氏
と
会
う
約
束
が
あ
り
、　〔
中
略
〕　
選
挙
日
が
よ
り
近

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
私
は
も
っ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
も
書
い
て
い
る
。 

（
29
）
ア
レ
ン
は
、
一
七
六
五
年
一
一
月
四
日
の
会
議
で
、
再
度
Ｃ
Ｂ
に

選
出
さ
れ
て
い
る
が
、
事
情
は
不
明
。

（
30
）
議
会
史
財
団
の
『
下
院
　
一
七
五
四
年
か
ら
一
七
九
〇
年
』
の
ア

レ
ン
の
項
の
記
載( N

am
ier and B

rooke, The H
ouse of C

om
-

m
ons 1754-1790, Vol.2, p.17.

）
に
は
、
死
亡
年
な
ど
不
明
な
点

が
あ
る
。
同
書
は
ア
レ
ン
の
死
亡
を
一
七
九
一
年
と
推
定
し
て
い
る

が
、
筆
者
は
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
都
市
自
治
体
の
一
七
八
六
年
九
月

二
五
日
の
会
議
議
事
録
に
、「
死
亡
し
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ア
レ
ン
の

後
任
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
死
亡
は
、
会
議
へ
の
彼
の
出
席
が

最
後
に
確
認
で
き
る
一
七
八
五
年
七
月
二
〇
日
と
八
六
年
九
月
二
五

日
の
間
と
判
断
し
て
い
る
。

（
31
）
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
都
市
自
治
体
の
会
議
議
事
録
は
、
Ｆ
Ｂ
選
出
案

件
の
記
録
の
際
、
通
常
、
そ
の
人
物
の
職
業
を
「
商
マ
ー
チ
ャ
ン
ト

人
」、「
宿
イ
ン
ホ
ル
ダ

屋
」

な
ど
と
記
載
す
る
。
他
方
、
一
七
六
五
年
一
一
月
四
日
に
Ｆ
Ｂ
・
Ｃ

Ｂ
に
な
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ア
ン
ダ
ー
ド
ン
（Charles Ander-

don

）
の
よ
う
に
、地
主
貴
族
家
の
出
身
者
に
は
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」

と
い
う
肩
書
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
ア
レ
ン
の
「
エ
ス
ク
ワ
イ
ア
」

と
い
う
肩
書
も
意
識
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
32
）
各
候
補
者
の
得
票
数
等
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

（
33
）
一
七
五
一
年
度
か
ら
七
五
年
度
ま
で
の
会
議
の
出
席
者
数
に
つ
い

て
は
本
稿
第
四
章
で
扱
う
が
、
平
均
出
席
者
数
は
一
五
・
三
で
あ
っ
た
。

（
34
）
下
院
議
員
選
挙
後
、
落
選
候
補
者
の
側
か
ら
当
該
選
挙
の
無
効
を

訴
え
る
請
願
が
下
院
に
多
数
提
出
さ
れ
、
下
院
で
審
査
・
採
否
の
決
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史
苑
（
第
七
六
巻
第
一
号
）

定
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
七
八
〇
年
総
選

挙
」。

（
35
）The Journals of the H

ouse of C
om

m
ons  

［
以
下
、C

J  

と
略

記
］, Vol.32, pp.22-31. 

な
お
、
以
下
で
は
、
本
文
の
記
述
か
ら
、

『
下
院
日
誌
』（C

J

）
の
当
該
日
の
項
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
場
合
は
、
典
拠
表
示
の
注
を
省
略
す
る
。

（
36
）
都
市
自
治
体
の
議
事
録
の
関
連
案
件
の
見
出
し
も
、「
都
市
自

治
体
の
請
願
」（the Corporation’s Petition

）
と
な
っ
て
い

る
。Som

erset H
eritage C

entre, D
\B\bw

/2/1/2, “B
orough 

C
ouncil M

inutes” (1731-1784), D
ec.2, 1768.

（
37
）
サ
マ
セ
ッ
ト
州
ト
ー
ン
ト
ン
市
の
一
七
七
四
年
総
選
挙
を
め
ぐ
っ

て
も
請
願
が
下
院
に
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
請
願
審

査
用
に
作
成
さ
れ
た
訴
訟
摘
要
書
（Brief
）
が
サ
マ
セ
ッ
ト
州
の

文
書
館
に
残
さ
れ
て
お
り( Som

erset H
eritage Centre, D

D
\

SA
S/C795/TN

/22, “Taunton Election 1774 Brief”)

、
請
願

審
査
で
争
点
に
な
っ
た
投
票
者
、あ
る
い
は
選
挙
管
理
責
任
者
（
市
長
）

に
よ
り
投
票
を
拒
否
さ
れ
た
者
の
有
権
者
資
格
に
関
し
て
何
が
問
題

で
あ
っ
た
の
か
を
個
々
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ブ
リ
ジ

ウ
ォ
ー
タ
に
お
け
る
一
七
六
八
年
総
選
挙
後
の
請
願
に
つ
い
て
は
そ

れ
に
該
当
す
る
史
料
を
発
見
で
き
て
お
ら
ず
、
本
稿
の
議
論
は
推
論

に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
い
面
が
あ
る
。

（
38
）
第
一
の
プ
ー
レ
ッ
ト
の
請
願
で
は
、
Ｓ
・
フ
ェ
ル
プ
ス
が
「
若
干

0

0

の0

投
票
権
を
も
た
な
い
者
た
ち
に
彼
ら
［
当
選
と
さ
れ
た
パ
ー
シ
ヴ

ァ
ル
と
ア
レ
ン
］
に
投
票
す
る
こ
と
を
不
当
に
認
め
、
多
数
の

0

0

0

正
当

な
資
格
を
も
つ
者
た
ち
が
請
願
者
［
プ
ー
レ
ッ
ト
］
に
票
を
入
れ
る

こ
と
を
横
暴
に
も
拒
否
し
拒
絶
し
た
」（
強
調
点
は
青
木
）
と
述
べ
ら

れ
て
お
り
（C

J , Vol.32, p.28

）、
多
数
の
正
当
な
有
権
者
の
投
票

が
妨
げ
ら
れ
た
こ
と
が
、
よ
り
大
き
な
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。̀

（
39
）G

azetteer and N
ew

 D
aily Advertiser,  D

ec.13, 1768.

（
40
）
こ
の
種
の
有
権
者
資
格
関
係
の
請
願
合
戦
で
は
、
一
七
三
四
年
総

選
挙
後
の
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
市
の
例
の
よ
う
に
、
都
市
自
治
体
側
の
資

料
を
反
対
側
が
下
院
の
許
可
を
と
っ
て
強
制
的
に
開
示
さ
せ
る
と
い

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
件
で
は
、
下

院
の
審
査
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
相
手
側
に
資
料
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と

に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
市
の
例
に
つ
い
て
は
、A. 

Tem
ple Patterson, A H

istory of Southam
pton, 1700-1914: 

Volum
e O

ne An O
ligarchy in D

ecline 1700-1835, South-
am

pton U
niversity Press, 1966, pp.31-33

。

（
41
）Som

erset H
eritage C

entre, D
\B

\bw
/2/1/2, “B

orough 
C

ouncil M
inutes”(1731-1784), Feb. 9, Feb.27, M

ar.15, 
July 19, A

ug.19, 1768.

（
42
）
通
常
は
下
院
で
の
選
挙
請
願
の
審
査
に
つ
い
て
い
ち
い
ち
報
じ
な

い
新
聞
も
、
三
月
九
日
の
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
選
挙
に
か
か
わ
る
議

事
が
長
び
い
て
深
夜
一
二
時
を
ま
わ
っ
た
と
書
い
て
い
る
。W

hite-
hall E

vening Post or London Intelligencer,  M
ar.9-M

ar.11, 
1769.

（
43
）B. D

. H
enning (ed.), The H

ouse of Com
m

ons 1660-1690, 
Vol.1, Secker &

 W
arburg, 1983, pp.372-374.

（
44
）Som

erset H
eritage Centre, D

D
\X\M

E
/6, “V

olum
e con-

cerning the B
orough of Bridgw

ater”, p.63. 

こ
の
史
料
は
、
ブ

リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
に
と
っ
て
重
要
と
思
わ
れ
る
文
書
（
特
許
状
、
都

市
自
治
体
が
か
か
わ
っ
た
裁
判
の
関
係
資
料
、
市
の
役
職
就
任
時
に

用
い
ら
れ
る
宣
誓
文
等
）
の
控
え
を
綴
じ
込
ん
だ
も
の
で
、
分
厚
い

表
紙
の
裏
面
に
は"JTuckett”

の
署
名
が
あ
る
。
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議
会
改
革
運
動
創
成
期
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
自
治
体
と
下
院
議
員
選
挙
（
青
木
）

（
45
）
五
回
の
会
議
の
日
付
は
、
前
掲
の
注
41
参
照
。

（
46
）
メ
ン
バ
ー
の
会
議
へ
の
出
席
率
の
問
題
を
よ
り
厳
密
に
議
論
す
る

に
は
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
が
定
員
の
二
四
名
を
充
足

し
て
い
な
い
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
ブ
リ

ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
で
も
欠
員
の
あ
る
状
態
が
し
ば
ら
く
続

く
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
筆
者
が
別
に
検
討
し
た
サ
フ
ォ
ー
ク
州
ベ
リ
・

セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
市
な
ど
と
較
べ
る
と
、
こ
こ
で
は
相
対
的
に

す
み
や
か
に
欠
員
補
充
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
拙

稿
「
一
七
五
〇
年
代
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
市
の
下
院
議
員

選
挙
─
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
を
め
ぐ
る
補
論
」
を
参
照
。

（
47
）
一
七
六
九
年
度
の
二
度
目
の
会
議
に
あ
た
る
一
七
六
八
年
一
一
月

一
五
日
の
会
議
で
、
旧
メ
ン
バ
ー
の
二
人
、
ジ
ョ
ン
・
タ
ケ
ッ
ト
と

ト
マ
ス
・
フ
ェ
ル
プ
ス
（Thom

as Phelps
）
が
Ｃ
Ｂ
を
辞
任
し
た
が
、

こ
の
二
人
は
、
一
七
六
九
年
五
月
二
四
日
の
会
議
で
、
死
亡
し
た
別

の
旧
メ
ン
バ
ー
に
か
わ
っ
て
あ
ら
た
め
て
Ｃ
Ｂ
に
選
出
さ
れ
、
都
市

自
治
体
に
復
帰
し
た
。
こ
の
た
め
、
二
人
の
辞
任
は
、
六
九
年
度
末

に
残
っ
て
い
る
旧
メ
ン
バ
ー
の
数
に
は
影
響
し
な
い
。

（
48
）
エ
セ
ッ
ク
ス
州
モ
ー
ル
ド
ン
市
で
も
、
市
財
政
に
か
か
わ
る
２
名

の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン( Cham

berlain)

に
つ
い
て
は
、
連
続
し
て
選
任

さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
専
門
性
が
高
ま
っ
た
と
の
指
摘
が
見
ら

れ
る
。Sm

ith, op.cit.,  pp.65-66.

（
49
）
一
七
四
二
年
一
一
月
に
Ｃ
Ｂ
と
な
っ
た
旧
メ
ン
バ
ー
の
ジ
ョ
ン
・

コ
ッ
ク
ス
（John Cox

）
が
一
七
八
三
年
度
の
前
半
に
市
長
を
務
め

た
の
が
唯
一
の
例
外
。
当
時
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
は
、

プ
ー
レ
ッ
ト
伯
爵
を
支
持
す
る
側
と
そ
れ
に
対
抗
す
る
側
と
に
事
実

上
分
裂
す
る
き
わ
め
て
異
常
な
状
況
に
あ
っ
た
。
拙
稿
「
一
七
八
〇

年
総
選
挙
」
を
参
照
。

（
50
）
一
七
四
九
年
か
ら
、
死
亡
す
る
六
二
年
ま
で
の
Ｇ
・
Ｂ
・
ド
デ
ィ

ン
ト
ン
の
政
治
的
動
き
を
知
る
た
め
の
重
要
史
料
の
ひ
と
つ
、 John 

C
arsw

ell and Lew
is A

rnold D
ralle (eds.), The Political 

Journal of G
eorge B

ubb D
odington,  C

larendon Press, 
1965

に
は
、
そ
の
当
時
の
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
メ
ン
バ

ー
が
登
場
す
る
こ
と
が
、
な
ぜ
か
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ

の
ベ
イ
カ
ー
と
ビ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
二
人
の
名
は
確
認
で
き
る
。Ibid.,  

pp.235, 410.

（
51
）
な
お
、
タ
ケ
ッ
ト
は
、
注
47
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
七
六
九
年
五

月
二
四
日
の
会
議
で
あ
ら
た
め
て
Ｃ
Ｂ
に
選
出
さ
れ
る
が
、
同
日
あ

わ
せ
て
オ
ル
ダ
マ
ン
に
も
復
職
し
た
。
タ
ケ
ッ
ト
に
オ
ル
ダ
マ
ン
職

を
返
上
し
た
ト
マ
ス
・
ア
レ
ン
は
、
そ
の
後
七
二
年
度
の
市
長
を
務
め
、

タ
ケ
ッ
ト
が
七
四
年
一
月
に
死
亡
す
る
と
、
再
度
オ
ル
ダ
マ
ン
に
就

任
し
、
以
後
一
八
二
三
年
の
そ
の
死
ま
で
約
五
〇
年
間
同
職
に
あ
っ

た
。

（
52
）
以
上
か
ら
、
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
選
挙
関
係
の
第
四
の
請
願
を

提
出
し
た
「
オ
ル
ダ
マ
ン
の
う
ち
の
一
人
」
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
ミ

ス
と
考
え
ら
れ
る
。

（
53
）M

iddlesex Journal or C
hronicle of Liberty,  O

ct.21-O
ct. 

24, 1769; G
azetteer and N

ew
 D

aily A
dvertiser, O

ct.23, 
1769. 

一
〇
月
一
八
日
に
ウ
ェ
ル
ズ
（W

ells

）
で
開
か
れ
た
こ
の
集

会
で
は
、「
人
び
と
が
以
後
信
を
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
現
議
会
の
解

散
」（dissolution of that parliam

ent, in w
hich your people 

cannot repose any future confidence

）
を
求
め
る
請
願
の
提

出
が
決
定
さ
れ
た
。
同
集
会
に
つ
い
て
は
、G

eorge R
udé, W

ilkes 
and Liberty: a social study of 1763 to 1774 , O

xford U
ni-
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史
苑
（
第
七
六
巻
第
一
号
）

versity Press, 1962, pp.126-127.

も
参
照
。

（
54
）London E

vening Post,  Jan.16-Jan.18, 1770.

（
55
）
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
一
八
世
紀
後
半
に
出
さ
れ
た
政
治
改

革
の
多
く
の
提
案
が
、
選
挙
と
結
び
つ
い
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
嫌

い
、
議
会
選
挙
の
有
権
者
の
範
囲
を
よ
り
広
く
で
は
な
く
狭
く
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
の
ボ
ブ
・
ハ
リ
ス
の
指
摘
は
、
き

わ
め
て
興
味
深
い
。Bob H

arris, “The H
ouse of Com

m
ons, 

1707-1800”, in Clyve Jones (ed.), A Short H
istory of Par-

liam
ent: E

ngland, G
reat B

ritain, the U
nited K

ingdom
, 

Ireland &
 Scotland, Boydell Press, 2009, p.185.

（
本
学
文
学
部
教
授
）
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Borough Corporation and Parliamentary Election in Britain in 
the first period of the parliamentary reform movement: A Case 
Study of Bridgwater in the late 1760s

AOKI, Yasushi

　　The present paper explores the political role of the corporation of 
Bridgwater, Somerset, in the parliamentary election in the late 1760s. 
The case is especially interesting, for the corporation dared to argue 
in its petition, presented to the House of Commons in November 1768, 
that the electorate of the borough should be very restrictive, just when 
the Wilkite movement spread widely to critically show the oligarchic 
character of the current parliament and the parliamentary reform 
movement eventually leading to the reform of 1832 was to emerge. The 
corporation’s petition was drafted in opposition to the one presented 
by Anne Poulett, who failed to obtain a seat in the general election of 
March 1768 at Bridgwater, claiming that the then mayor of Bridgwater, 
as returning officer, behaved unfairly in favour of his rival candidates, 
Viscount Perceval and Benjamin Allen. Allen, who won a seat, was 
a Capital Burgess, member of the corporation of Bridgwater, while 
Anne Poulett was a brother of the third Earl Poulett, the patron of 
Bridgwater.
　　The election battle of 1768 at Bridgwater and the following petition 
battle were fiercely fought between the patron family and the urban 
corporation. The records of the corporation’s council meetings show 
that the corporation became active in the late 1760s, its members being 
more informed of and interested in their historical rights and functions. 
It should also be noted that a change of generation took place within 
the corporation members and its officeholders in the late 1760s. In 
March 1769, the House of Commons negated the corporation’s claim 
that only the corporation members could vote, and Anne Poulett was 
declared duly elected in place of Viscount Perceval. The corporation 
of Bridgwater lost the battle, and the nature of this battle was 
seemingly oligarchic, for the corporation tried to limit the electorate 
only to corporation members. However, it can also be thought to be 
anti-oligarchic, because it was to oppose the electoral influence of the 
aristocratic landed family. The facts that Benjamin Allen was to attend 
a popular meeting of reformers and to be called a “friend to liberty” 
support the latter interpretation.


